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現
在
わ
が
国
で
厚
生
年
金
の
年
金
額
の
大
巾
引
上
げ
そ
の
他
に
つ
い
て
の
厚
生
年
金
法
の
改
正
に
関
連
し
、
企
業
年
金
と
の
調
整
、
い
わ
ゆ
る
調
整
年
金
が
問
題
と
な
っ
て
い
る
。
本
稿
は
調
整
年
金
の
本
家
と
も
い
う
べ
き
、
イ
ギ
リ
ス
の
一
九
五
九
年
の
改
正
国
民
保
険
法
に
て
創
め
ら
れ
た
比
例
年
金
制
度
に
対
す
る
調
整
年
金
を
テ
ー
マ
と
し
て
取
り
上
げ
た
も
の
で
最
高
額
、
あ
る
。
そ
の
後
一
九
六
一
年
に
も
掛
金
の
全
面
的
増
額
が
あ
っ
た
が
、
九
六
三
年
の
同
法
に
よ
り
そ
の
退
職
年
金
制
度
全
般
に
わ
た
っ
て
、
年
金
額
・
掛
金
の
増
額
が
あ
り
、
ま
た
比
例
年
金
所
得
階
層
の
拡
大
が
行
な
わ
れ
た
。
イ
ギ
リ
ス
に
お
い
て
は
適
用
除
外
の
場
合
、
比
例
年
金
に
お
け
る
す
な
わ
ち
e
q
u
i
v
a
l
e
n
t
p
e
n
s
i
o
n
を
掛
金
払
込
み
の
各
一
イ
ギ
リ
ス
に
お
け
る
国
民
年
金
と
私
的
退
職
年
金
制
度
と
の
調
整
・
総
合
そ
の
他
に
つ
い
て
は
し
が
き
日
（
川
元
）
七
イ
ギ
リ
ス
に
お
い
て
一
九
四
五
年
の
家
族
手
当
法
、
注
山
国
民
保
険
に
お
け
る
退
職
年
金
制
度
の
概
要
年
に
与
え
る
べ
き
こ
と
に
な
っ
て
お
り
、
こ
の
点
わ
が
国
の
改
正
法
の
も
の
と
異
な
り
、
ま
こ
と
に
厄
介
な
問
題
を
は
ら
ん
で
い
る
。
な
お
本
稿
で
は
調
整
年
金
と
聯
か
関
連
あ
る
国
民
年
金
・
企
業
年
金
両
制
度
の
総
合
(integration)
そ
の
他
に
も
触
れ
た
。
本
稿
は
左
記
の
著
書
を
主
た
る
参
考
文
献
と
し
て
纏
め
た
。
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JI I 
冗
一
九
四
六
年
の
国
英
制
度
と
の
調
整
・
総
合
そ
の
他
に
つ
い
て
日
イ
ギ
リ
ス
に
お
け
る
国
民
年
金
と
私
的
退
職
年
金
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第1表均一年金額表
増額の年 独身者に対す夫婦に対するる週年金額 週年金額
”ングペンス i/リングペ，，ス
1948 26 0 42 0 
1951 30 0 46 0 
1952 32 6 54 0 
1955 40 0 65 0 
1958 50 0 80 0 
1961 57 6 92 6 
1963 67 6 109 0 
Pilch and Wood:ibid., 1964,-p. 120 
イ
ギ
リ
ス
に
お
け
る
国
民
年
金
と
私
的
退
職
年
金
制
度
と
の
調
整
・
総
合
そ
の
他
に
つ
い
て
民
保
険
法
、
一
九
四
六
年
の
国
民
保
険
法
（
産
業
災
害
）
お
よ
び
そ
の
後
の
法
律
に
よ
る
国
家
の
諸
制
度
に
よ
り
、
そ
の
給
付
は
私
的
退
職
年
金
制
度
に
関
係
あ
る
人
々
に
と
り
、
こ
れ
を
真
剣
に
考
慮
に
入
れ
ざ
る
を
得
な
い
ほ
ど
の
水
準
の
も
の
に
な
っ
た
。
一
九
四
六
年
の
国
民
保
険
法
(National
lnsrance Act)
に
お
け
る
退
職
年
金
は
、
私
的
退
職
年
金
制
度
に
も
っ
と
も
関
係
の
深
い
も
の
で
あ
る
が
、
そ
の
退
職
年
金
の
水
準
は
当
初
独
身
者
に
対
し
て
は
週
二
六
劣
、
ま
た
既
婚
婦
人
に
は
手
当
金
週
一
六
背
の
付
加
が
定
め
ら
れ
、
夫
婦
に
対
し
週
四
二
劣
が
与
え
ら
れ
た
。
し
か
し
、
こ
れ
等
に
対
し
第
1
表
に
示
さ
れ
て
い
る
よ
う
な
顕
著
な
増
額
が
度
々
行
な
わ
れ
た
。
年
金
は
男
子
の
場
合
六
五
オ
に
、
女
子
の
湯
合
六
0
オ
に
、
年
金
受
取
人
が
そ
の
正
規
の
扉
用
か
ら
退
職
し
た
と
き
、
そ
の
ニ
ー
ド
に
関
係
な
く
支
給
さ
れ
所
定
の
週
所
得
を
超
え
た
と
き
に
は
、
年
金
額
に
対
す
る
控
除
が
行
な
わ
れ
る
。
し
か
し
男
子
の
場
合
に
は
七
0
オ
女
子
の
場
合
に
は
六
0
オ
で
る
。
も
し
も
非
常
勤
所
得
が
年
金
が
無
条
件
で
支
給
さ
れ
る
。
第
1
表
に
示
さ
れ
た
よ
う
な
国
民
保
険
の
退
職
年
金
額
と
、
こ
れ
に
伴
な
う
掛
金
の
標
準
率
は
、
最
近
で
は
一
九
五
七
年
―
一
月
法
に
よ
り
一
九
五
八
年
一
ー
ニ
月
に
、
ま
た
一
九
六
0
年
二
月
法
に
よ
り
一
九
六
一
年
四
月
に
増
額
さ
れ
た
。
一
九
五
九
年
法
に
基
づ
く
国
民
保
険
給
付
．
掛
金
率
改
訂
が
一
九
六
三
年
三
月
法
に
よ
っ
て
行
な
わ
れ
、
そ
の
退
職
年
金
額
・
図
掛
金
率
が
一
九
六
三
年
六
月
施
行
さ
れ
た
。
上
記
の
よ
う
な
掛
金
額
の
決
定
に
際
し
て
は
、
一
六
オ
に
制
度
に
加
入
、
六
五
オ
に
所
定
の
年
金
額
が
支
給
さ
れ
る
も
の
と
し
て
、
保
険
数
理
的
に
計
算
さ
れ
た
金
額
が
参
考
と
さ
れ
た
。
当
初
か
ら
支
給
年
金
額
は
払
込
ま
れ
た
掛
金
額
を
超
え
て
い
た
。
年
金
お
よ
び
掛
金
の
増
額
さ
れ
る
度
毎
に
、
そ
の
開
き
は
大
き
く
な
っ
た
。
そ
れ
は
年
金
額
に
お
け
る
増
加
の
金
額
は
直
ち
に
そ
の
効
果
を
生
ず
る
よ
う
に
な
る
が
、
掛
金
は
た
だ
変
更
の
日
か
ら
の
み
引
上
げ
ら
れ
た
か
ら
で
あ
る
。
Provision
for 
Old A
g
e
 
と
い
う
政
府
が
一
九
五
八
年
に
公
表
し
た
白
書
に
よ
れ
ば
、
当
時
退
職
す
る
既
婚
男
子
に
対
す
る
週
八
〇
劣
の
年
金
に
つ
い
て
は
、
本
人
お
よ
び
そ
の
麗
主
に
よ
り
制
度
に
払
込
ま
れ
る
掛
金
は
、
多
く
と
も
年
金
額
合
計
額
の
1
-
2
彩
を
得
る
に
す
ぎ
な
い
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
こ
と
は
年
金
の
7
 
コ
ス
ト
が
究
極
に
お
い
て
租
税
に
よ
り
補
助
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
こ
と
を
意
味
す
る
。
日
（
川
元
）
七
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国
民
保
険
の
年
金
制
度
に
お
い
て
は
、
加
入
者
に
よ
り
払
込
ま
れ
た
掛
金
は
す
で
に
退
職
し
た
人
々
の
年
金
を
払
う
た
め
に
直
接
に
用
い
ら
れ
、
如
何
な
る
基
金
も
積
立
て
ら
れ
な
い
。
も
ち
ろ
ん
こ
の
場
合
に
も
、
こ
の
よ
う
な
種
類
の
制
度
の
初
期
に
お
い
て
一
般
的
に
起
る
よ
う
な
、
払
込
掛
金
が
支
給
年
金
を
超
え
る
場
合
に
は
、
そ
の
差
額
は
後
年
に
お
け
る
不
足
額
の
補
填
の
足
し
に
な
る
よ
う
に
繰
越
さ
れ
る
。
そ
れ
で
掛
金
払
込
人
は
一
般
的
に
、
そ
の
掛
金
を
払
込
ん
だ
こ
と
に
よ
っ
て
も
、
ま
た
は
契
約
上
か
ら
い
っ
て
も
、
年
金
に
対
す
る
権
利
を
何
等
持
っ
て
い
な
い
。
年
金
額
を
改
正
す
る
の
も
年
金
を
中
止
す
る
の
も
、
将
来
の
政
府
の
方
針
に
か
か
っ
て
い
る
と
い
え
る
。
一
九
五
九
年
の
国
民
保
険
法
は
主
と
し
て
野
党
で
あ
る
労
働
党
の
活
動
に
よ
り
、
促
進
さ
れ
導
入
さ
れ
た
と
い
え
る
。
一
九
五
七
年
刊
行
さ
れ
た
小
冊
子
N
a
t
i
o
n
a
l
S
u
p
e
r
a
n
n
u
a
t
i
o
n
で
、
所
得
の
半
分
ま
で
の
年
金
額
を
与
え
よ
う
と
の
計
画
の
盛
り
込
ま
れ
た
こ
と
は
、
政
府
に
―
つ
の
挑
戦
状
を
投
げ
つ
け
た
こ
と
に
な
る
が
、
政
府
は
こ
れ
に
応
ず
る
の
は
止
む
を
得
な
い
も
の
と
感
じ
た
。
そ
の
結
果
と
し
て
の
現
行
の
制
度
は
、
労
働
党
の
案
に
較
べ
あ
ま
り
意
欲
的
と
は
い
え
な
い
も
の
で
あ
る
が
、
幾
多
の
新
し
い
原
則
を
入
れ
て
い
る
。
ま
た
従
来
の
国
民
保
険
の
年
金
制
度
よ
り
も
職
域
年
金
制
度
に
対
し
、
遥
か
に
重
大
な
関
係
を
持
つ
も
の
で
あ
る
。
一
九
五
九
年
国
民
保
険
法
の
比
例
年
金
制
度
は
、
被
用
者
掛
金
払
込
人
に
H
（
川
元
）
七
「
こ
の
よ
う
な
主
張
が
ど
の
よ
う
に
し
て
維
持
こ
の
新
制
度
の
特
色
に
つ
い
て
次
に
少
し
く
述
ぺ
て
み
た
い
。
第
一
に
一
九
五
九
年
法
に
よ
り
、
イ
ギ
リ
ス
の
国
民
保
険
の
年
金
お
よ
び
掛
金
が
、
収
入
に
関
係
な
く
均
一
で
あ
る
べ
し
と
の
原
則
か
ら
離
脱
し
た
こ
と
で
あ
る
。
そ
し
て
一
八
才
以
上
、
且
つ
週
九
屯
超
の
所
得
の
あ
る
被
用
者
に
よ
っ
て
、
所
得
に
比
例
す
る
掛
金
が
払
込
ま
れ
、
ま
た
こ
れ
等
の
掛
金
に
対
し
て
比
例
年
金
(
g
r
a
d
u
a
l
e
d
benefits; 
g
r
a
d
u
a
t
e
d
 
p
e
n
s
i
o
n
s
)
が
得
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
比
例
掛
金
お
よ
び
年
金
は
週
九
芍
超
の
所
得
部
分
に
つ
い
て
の
み
（
週
一
五
芍
超
は
一
五
屯
と
み
な
さ
れ
る
）
、
考
慮
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
た
だ
し
改
正
法
の
実
施
前
の
所
得
は
、
比
例
年
金
に
つ
き
何
等
考
慮
さ
れ
て
い
な
い
。
な
お
比
例
年
金
を
設
け
る
根
拠
と
し
て
新
制
度
の
提
唱
者
は
、
「
基
本
的
ニ
ー
ド
は
所
得
と
と
も
に
変
動
す
る
か
も
し
れ
な
い
」
と
述
べ
て
い
る
。
し
か
し
ビ
ル
チ
・
ウ
ッ
ド
両
著
書
で
は
こ
れ
に
対
し
て
次
の
よ
う
な
批
判
が
な
さ
れ
て
い
る
。
で
き
る
か
、
そ
の
論
拠
を
理
解
す
る
の
が
困
難
で
あ
る
。
週
所
得
一
五
芍
の
人
が
週
所
得
九
芳
の
人
が
必
要
と
す
る
よ
り
も
、
よ
り
多
く
の
生
命
を
維
持
す
る
た
め
の
食
物
、
ま
た
は
暖
を
と
る
た
め
の
燃
料
を
必
要
と
す
る
と
い
う
証
拠
は
何
等
示
さ
れ
て
い
な
い
。
あ
る
人
が
他
の
人
よ
り
も
高
い
イ
ギ
リ
ス
に
お
け
る
国
民
年
金
と
私
的
退
職
年
金
制
度
と
の
調
整
・
総
合
そ
の
他
に
つ
い
て
の
み
適
用
さ
れ
る
も
の
と
し
て
、
•JO 
t
 
一
九
六
一
年
四
月
一
日
に
実
施
さ
れ
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制
度
に
お
け
る
年
金
額
に
匹
敵
す
る
も
の
を
与
え
る
場
合
に
は
、
彼
等
の
被
用
者
の
全
部
ま
た
は
あ
る
グ
ル
ー
プ
に
対
し
て
、
麗
主
が
い
わ
ゆ
る
適
用
除
外
の
措
置
を
と
る
こ
と
が
で
き
る
。
適
用
除
外
に
な
る
権
利
は
た
だ
比
例
部
分
に
の
み
関
係
あ
る
も
の
で
あ
り
、
均
一
年
金
額
ま
た
は
同
年
金
第
三
に
比
例
年
金
制
度
は
強
制
的
で
あ
る
が
、
私
的
年
金
制
度
に
て
同
一
九
五
九
年
法
に
よ
る
新
し
い
比
例
年
金
制
度
は
た
だ
一
八
才
以
上
の
1
掛
金
山
新
年
金
制
度
の
概
要
イ
ギ
リ
ス
に
お
け
る
国
民
年
金
と
私
的
退
職
年
金
制
度
と
の
調
整
・
総
合
そ
の
他
に
つ
い
て
生
活
水
準
の
習
慣
が
つ
い
て
い
る
か
も
し
れ
な
い
、
と
い
う
こ
と
は
真
実
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
従
来
国
民
保
険
の
制
度
で
与
え
よ
う
と
し
て
い
た
も
の
が
、
快
適
と
か
安
楽
と
か
で
な
く
、
生
存
な
の
で
あ
る
。
こ
れ
ま
で
納
税
者
が
基
本
的
ニ
ー
ド
を
充
た
す
よ
う
に
と
、
喜
ん
で
準
備
し
て
来
た
年
金
に
加
え
て
、
彼
自
身
の
快
適
と
か
安
楽
の
た
め
に
準
備
し
よ
う
と
す
る
と
き
、
こ
れ
を
任
意
の
貯
蓄
に
よ
り
行
な
う
の
が
、
個
人
の
特
権
で
あ
り
、
義
務
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
て
来
た
の
で
あ
る
」
と
。
第
二
に
新
制
度
で
は
政
府
の
補
助
が
そ
の
比
例
年
金
部
分
に
は
、
ほ
と
ん
ど
な
い
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
各
掛
金
払
込
人
は
比
例
部
分
に
お
い
て
、
彼
自
身
に
よ
り
、
ま
た
彼
の
雇
主
に
よ
り
払
込
ま
れ
た
掛
金
に
、
比
例
す
る
年
金
額
を
受
取
る
こ
と
を
意
味
す
る
。
そ
れ
で
い
ま
や
従
来
と
違
い
、
掛
金
払
込
人
が
自
ら
払
込
ん
だ
掛
金
に
よ
り
、
年
金
へ
の
権
利
を
得
て
い
る
と
思
う
の
は
、
妥
当
で
あ
ろ
う
。
な
お
現
在
の
規
定
で
は
払
込
人
が
こ
の
方
法
に
よ
り
、
彼
の
年
金
に
週
一
ボ
ン
ド
を
加
え
る
に
は
、
ニ
0
年
を
要
す
る
で
あ
ろ
う
。
掛
金
に
は
関
係
が
な
い
。
ま
た
男
子
は
六
五
オ
、
女
子
は
六
0
オ
に
達
し
て
い
な
い
こ
と
を
必
要
と
す
る
。
職
域
年
金
制
度
に
も
同
掛
金
を
全
額
払
込
み
、
比
例
年
金
掛
金
と
二
重
に
払
込
む
こ
と
は
、
雇
主
に
と
り
明
ら
か
に
堪
え
る
こ
と
の
で
き
な
い
事
柄
で
あ
る
の
で
、
適
用
除
外
の
権
利
は
雇
主
に
と
り
ま
こ
と
に
重
要
な
も
の
で
あ
る
。
な
お
世
界
に
お
い
て
比
例
年
金
制
度
の
存
在
し
て
い
る
湯
合
、
こ
の
よ
う
な
選
択
権
は
他
の
ど
こ
の
国
に
も
従
来
見
ら
れ
な
か
っ
た
も
の
で
あ
る
。
上
記
の
新
制
度
に
つ
い
て
の
概
説
は
一
九
五
九
年
法
に
よ
る
実
施
予
定
の
数
字
に
よ
っ
た
も
の
で
あ
る
が
、
既
述
の
よ
う
に
一
九
六
0
年
お
よ
び
一
九
六
三
年
に
国
民
保
険
法
の
改
正
あ
り
、
こ
れ
に
よ
り
年
金
お
よ
び
掛
金
は
全
面
的
に
増
額
を
み
、
ま
た
一
九
六
一
1
一
年
に
は
比
例
年
金
適
用
の
所
得
階
層
範
囲
の
拡
大
も
行
な
わ
れ
た
。
注
2
P
i
l
c
h
 a
n
d
 
Wood"ibid••1960•pp. 
1
5
1
~
1
5
6
 
P
i
l
c
h
 a
n
d
 
Wood"ibid••1964•p. 
1
2
0
 
Hosking"ibid••p.281•p. 
290•pp. 
2
9
4
~
2
9
5
 
②
健
康
保
険
組
合
連
合
会
編
「
社
会
保
障
年
鑑
」
一
九
六
四
年
版
10頁
H
（
川
元
）
七
四
75 
雇
主
お
よ
び
被
用
者
に
よ
り
払
込
ま
れ
る
均
一
年
金
に
対
す
る
労
使
合
計
②
 
掛
金
は
、
男
子
の
場
合
は
週
一
八
劣
二
梵
か
ら
一
五
拷
四
梵
に
、
女
子
の
場
合
は
一
四
劣
九
吋
か
ら
一
三
劣
六
が
ソ
ヘ
と
引
下
げ
ら
れ
た
。
（
た
だ
し
付
与
年
金
額
は
何
等
引
下
げ
は
な
か
っ
た
。
）
次
に
週
所
得
九
喝
か
ら
一
五
屯
に
わ
た
る
所
得
階
層
に
対
し
比
例
的
な
年
金
額
が
与
え
ら
れ
、
比
例
的
な
掛
金
が
課
せ
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
し
て
比
例
掛
金
は
こ
の
所
得
範
囲
の
所
得
の
1
-
2
形
で
あ
り
、
こ
れ
を
被
用
者
お
よ
び
一
犀
主
に
同
額
8
 
宛
(
-
g
ソ
に
つ
き
約
一
〇
梵
と
な
る
）
割
当
て
ら
れ
る
べ
き
も
の
と
な
っ
て
い
た
。
被
用
者
が
適
用
除
外
と
な
る
場
合
、
均
一
年
金
に
対
す
る
雇
主
お
よ
び
従
業
員
に
よ
る
掛
金
は
従
来
同
様
の
も
の
が
続
き
、
そ
の
引
下
げ
は
行
な
わ
れ
な
い
。
こ
の
よ
う
に
し
て
適
用
の
場
合
、
週
所
得
九
屯
以
下
の
被
用
者
は
、
雇
主
お
よ
び
被
用
者
の
合
計
週
掛
金
は
二
劣
一
〇
唸
、
女
子
は
一
背
―
―
―
梵
減
ず
る
こ
と
に
な
っ
た
。
所
得
九
喝
超
の
被
保
険
者
は
比
例
掛
金
を
払
い
、
退
職
に
際
し
て
あ
る
付
加
年
金
を
受
け
る
。
週
所
得
一
五
げ
ン
以
上
の
場
合
に
は
新
労
使
合
計
掛
金
は
、
旧
掛
金
を
男
子
で
は
週
七
劣
四
芍
、
女
子
で
は
週
八
劣
―
―
吋
多
く
な
る
。
第
2
-
1
表
は
所
得
週
九
l
一
五
喝
に
対
し
-
}
ン
と
び
と
し
た
旧
制
度
お
よ
び
新
制
度
と
の
掛
金
を
表
示
し
た
も
の
で
イ
ギ
リ
ス
に
お
け
る
国
民
年
金
と
私
的
退
職
年
金
制
度
と
の
調
整
・
総
合
そ
の
他
に
つ
い
て
第2-1表 国民保険の年金制度における週掛金． 
(1959年法にて1961年4月実施予定のもの）
「： 
被
用
者
に
の
み
一
九
六
一
年
四
月
か
ら
実
施
さ
れ
た
。
ま
ず
同
法
に
よ
り
あ
る
。
男 子 女 子
適 用 の 合
週 所 得l
日
（
川
元
被用者 屈 主 合 計 被用者 屈 主 合 計
ンリングペンスシリングペソスシ；；ングペンス ジリングペンスツリングペンスツリ1ン3グペンス
9ボソド以下 8 4 7 0 15 4 7 2 6 4 6 
10ボソド ， 3 7 11 17 2 8 1 7 3 15 4 
1 10 2 8 10 19 
゜
， 
゜
8 2 17 2 
12 11 
゜
， 8 20 8 9 10 ， 
゜
18 10 
13 1 10 10 6 22 4 10 8 9 10 20 6 
14 12 8 11 4 24 
゜
11 6 10 8 22 2 
15ボソド以上 13 5 12 1 25 6 12 3 11 5 23 8 
七
五
適 用 除 外
全 階 層 I
Hosking: ibid., p. 289 
9 11 8
 
3
 
18 2
 
の一
場 合
8 0 6
 ，
 
14 
，
 
第
2
-
2
表
で
は
既
述
の
よ
う
な
一
九
六
一
年
四
月
実
施
さ
れ
た
掛
金
と
③
 
一
九
六
一
一
一
年
六
月
実
施
さ
れ
た
掛
金
（
同
時
に
比
例
年
金
所
得
階
層
の
拡
76 
第 2-2表
被 用 者
＿
適
合 ーきロ
週所得I1961年 1963年
国民保険の年金制度における週掛金（男子被用者）
(1961年実施および1963年実施）
I 雇主 I
用の湯合
I 1961年 1963年 I1961年 1963年
9ポ以ン下ド 9リ1ン8グ ペン7ス ツリ1ン1グペン8ス シリソ8グベン7ス V9ン9グペン8ス ンリングペンス Vリソグペソス
19 2 21 4 
10 11 6 12 7 9 6 10 7 21 
゜
23 2 
11 12 5 13 6 10 5 11 6 22 10 25 
゜12 13 3 14 4 11 3 12 4 24 6 26 8 
13 14 1 15 2 12 1 13 2 26 2 28 4 
14 14 11 16 
゜
12 11 14 0 27 10 30 
゜15 15 8 16 10 13 8 14 10 29 4 31 8 
16 15 8 17 ， 13 8 15 ， 29 4 33 6 
17 15 8 18 7 13 8 16 7 29 4 35 2 
18 15 8 19 4 13 8 17 4 29 4 36 8 
適用除外の場合
全階層| 12 2 14 1 I 9 10 12 1 I 
* 1961年および1963年実施の掛金についての説明は一項を見られたい。なお注(3)をも参
照されたい。 Pilchand Wood: ibid., 1964, p. 130 
22 26 
大
も
行
な
わ
れ
た
）
が
示
さ
れ
て
い
る
。
2
 
イ
ギ
リ
ス
に
お
け
る
国
民
年
金
と
私
的
退
職
年
金
制
度
と
の
調
整
・
総
合
そ
の
他
に
つ
い
て
比
例
年
金
額
上
記
の
よ
う
に
従
来
か
ら
の
均
一
年
金
は
全
部
の
人
々
に
対
し
て
継
続
す
る
が
、
さ
ら
に
適
用
除
外
と
な
ら
な
い
被
用
者
に
は
比
例
年
金
が
付
加
し
て
支
給
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
比
例
年
金
額
は
男
子
の
場
合
、
そ
の
払
込
み
の
被
用
者
比
例
掛
金
七
屯
一
0
数
に
対
し
て
（
後
記
の
五
年
毎
の
掛
金
増
額
の
予
定
あ
り
）
、
週
六
交
と
な
っ
て
い
た
。
こ
れ
等
の
比
例
掛
金
に
よ
っ
て
得
ら
れ
る
比
例
年
金
は
、
掛
金
が
払
込
ま
れ
る
に
つ
れ
て
徐
々
に
出
来
上
っ
て
行
く
も
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
し
て
週
二
げ
ン
一
劣
六
弓
は
最
年
少
の
男
子
被
用
者
に
与
え
ら
れ
る
最
高
の
比
例
年
金
額
で
あ
っ
て
、
制
度
開
始
の
と
き
年
令
一
八
オ
で
且
つ
六
五
才
ま
で
の
そ
の
全
勤
務
期
間
、
週
所
得
一
五
げ
ン
以
上
の
人
が
受
け
る
も
の
で
ッ
5
9
2
6
1
4
6
0
あ
る
。
従
っ
て
そ
れ
は
二
0
す
ペ
ス
対
子
し
P
に
リ
グ
な
6
1
2
1
9
2
5
3
1
3
8
飢
直
旬
女
シ
ン
19
ン
8
4
0
8
4
0
d・1
各
件
の
額
ペ
ス
b
し
i
み
金
子
込
年
リ
グ
な
7
1
5
2
3
3
0
3
8
4
6
O
d
゜
払
例
男
シ
ン
金
比
wd 
掛
る
下
上
層
以
n
階
ド
ド
ド
a
得
ン
ン
ン
h
¥
ボ
ボ
c
9
0
1
1
1
2
1
3
1
4
1
5
p
i
 
所週
ー
第 3表 2
 
H
（
川
元
）
得
ら
れ
る
比
例
年
金
額
の
近
似
金
額
を
示
し
て
い
る
。
な
お
各
所
得
階
層
の
年
金
額
は
将
来
の
加
入
者
に
対
し
毎
年
第
3
表
は
所
得
各
階
層
の
で
あ
る
。
用
者
に
も
生
じ
得
な
い
も
の
0
八
年
前
に
は
如
何
な
る
被
七
六
77 
第5表比例年金額（単位シリソグー5捨 6入）
（下記年月ー4月ーにおいて男子被用者に
支給のもの ） 
週所門 1970年 1975年 1980年 1985年
ボソト シリソシリンシリソツリソ
グググ
10 1 2 3 グ 4
11 3 4 6 7 
12 4 6 8 11 
13 5 8 11 14 
14 7 10 14 18 
15 8 12 17 21 
Pilch and Wood: ibid., 1960, p. 160 
第4-1表比例年金額（週額）
（週所得15ポンドに対し）
最高掛金の払 付加される比例年金
込まれた期間 男子 女子
シリペソシリペソ
ソグス ソグス
10年 9 0 7 6 
20 17 6 14 6 
30 26622  0 
40 35629  6 
47（男子）42（女子）41 6 31 0 
Hosking: ibid., p. 290 
れ
る
だ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
比
は
各
種
所
得
階
層
（
男
子
）
に
対
す
る
各
種
退
職
時
日
に
お
い
て
期
待
さ
れ
る
年
金
額
を
掲
げ
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
場
合
そ
の
所
得
に
終
始
何
の
変
更
も
な
か
っ
た
も
の
と
す
る。 例
年
金
の
金
額
を
、
次
に
示
し
た
い
。
す
な
わ
ち
第
5
表
四
月
実
施
予
定
）
か
ら
得
ら
内
に
新
制
度
（
一
九
六
一
年
J
れ
か
ら
将
来
1
一
五
カ
年
以
あ
る
。
（
六
芍
は
二
捨
三
入
高
率
（
週
所
得
一
五
グ
gに
対
す
る
も
の
）
を
と
る
と
き
の
比
例
年
金
の
最
高
額
を
示
す
も
の
で
第
4
I
1
表
は
比
例
年
金
の
最
と
正
比
例
を
な
し
て
い
る
。
九
喝
よ
り
の
そ
の
超
過
所
得
額
日
（
川
元
）
七
七
は
第
4
I
1
表
で
知
ら
れ
る
よ
う
に
男
子
へ
の
も
の
よ
り
も
少
な
い
。
第
5
表
で
知
ら
れ
る
の
は
、
二
四
年
間
の
最
高
掛
金
額
の
払
込
み
後
で
さ
え
、
付
加
さ
れ
る
比
例
年
金
額
は
週
ニ
―
汐
幻
に
す
ぎ
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る。
け
れ
ど
も
（
第
1
表
）
、
比
例
年
金
は
増
び
第
4
,
2
表）。
（
も
っ
と
も
こ
の
率
で
は
、
均
一
年
金
も
比
例
年
金
も
と
年
の
最
高
額
の
比
例
年
金
年
額
（
払
込
み
掛
金
各
1
年
に
対
す
る
も
の
）
は
一
―
―
屯
九
判
七
芍
で
あ
る
。
既
婚
婦
人
は
自
ら
比
例
掛
金
を
払
込
ん
だ
と
き
の
み
比
例
年
金
を
う
け
る
資
格
を
持
っ
て
い
る
が
、
夫
が
比
例
掛
金
を
払
込
ん
で
も
こ
の
よ
う
な
権
利
を
何
等
与
え
ら
れ
な
い
。
夫
の
死
亡
に
際
し
て
ほ
寡
婦
が
そ
の
と
き
六
0
オ
以
上
で
あ
り
、
就
職
イ
ギ
リ
ス
に
お
け
る
国
民
年
金
と
私
的
退
職
年
金
制
度
と
の
調
整
・
総
合
そ
の
他
に
つ
い
て
第4-2表比例年金（週額）
1958年および1961年に対しては週所得15ボソド
1963年 /~ II 18ボンド
比例年金の期間 40カ年
年金額率実施の年 最高額の週比例年金
シリ｀ノグペンス
1961 35 5 
1963 53 5 
Pilch and Wood: ibid., 1964, p. 121 
も
に
増
額
し
て
い
る
。
な
お
一
九
六
一
九
六
三
年
実
施
の
と
も
増
額
し
て
い
る
）
（
第
4
,
1
表
お
よ
場
合
第
2
,
2
表
の
よ
う
に
掛
金
は
両
者
額
さ
れ
て
い
な
い
。
施
の
率
で
は
、
均
一
年
金
は
増
額
し
た
第
4
I
2
表
を
み
る
に
一
九
六
一
年
実
第
5
表
の
数
字
は
男
子
に
対
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
女
子
へ
の
年
金
額
78 
(b） (a) 3
 
一
九
七
イ
ギ
リ
ス
に
お
け
る
国
民
年
金
と
私
的
退
職
年
金
制
度
と
の
調
整
・
総
合
そ
の
他
に
つ
い
て
し
て
い
な
い
場
合
に
は
、
彼
女
が
社
会
保
障
下
に
他
に
受
取
る
資
格
の
あ
る
給
付
に
加
え
て
、
夫
へ
の
比
例
年
金
の
半
額
の
年
金
を
支
給
さ
れ
る
。
こ
の
場
合
彼
女
が
六
0
オ
未
満
で
あ
る
と
き
に
は
何
等
の
年
金
も
支
給
さ
れ
な
い
が
、
六
0
オ
以
上
で
、
か
つ
退
職
し
て
い
る
と
き
に
は
、
上
述
の
年
金
を
支
給
さ
れ
る
権
利
が
あ
る
。
男
子
が
六
五
オ
、
女
子
が
六
0
オ
に
な
っ
て
も
退
職
し
な
い
と
き
に
は
、
比
例
年
金
は
支
給
さ
れ
な
い
。
そ
し
て
比
例
掛
金
が
引
続
き
払
込
ま
れ
る
。
そ
れ
に
加
え
て
比
例
年
金
と
し
て
支
払
わ
れ
た
で
あ
ろ
う
金
額
の
半
分
が
、
被
用
者
に
よ
り
払
込
ま
れ
た
比
例
掛
金
と
し
て
取
扱
わ
れ
る
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
こ
の
よ
う
に
し
て
退
職
に
際
し
て
支
給
さ
れ
る
は
ず
の
年
金
額
を
、
さ
ら
に
増
加
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
年
金
掛
金
の
増
額
予
定
一
九
七
0
年、
一
九
五
九
年
法
に
は
将
来
の
退
職
年
金
掛
金
に
対
す
る
増
額
に
つ
い
て
規
定
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
増
額
は
一
九
六
五
年
、
五
年
お
よ
び
一
九
八
0
年
に
お
い
て
次
の
よ
う
に
行
な
わ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
雇
主
お
よ
び
被
用
者
各
々
に
よ
る
比
例
掛
金
を
、
各
場
合
1
-
4
%
宛
て
増
額
し
、
こ
れ
を
1
-
2
彩
3
-
4
%
5
％
お
よ
び
1
-
4
形
と
す
る
4
5
 
こ
と
が
で
き
る
。
均
一
年
金
掛
金
を
一
犀
主
・
被
用
者
各
々
、
被
用
者
が
適
用
除
外
と
な
っ
て
い
な
い
場
合
、
各
場
合
五
令
宛
て
増
額
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
適
用
除
外
の
場
合
に
は
九
弓
宛
て
増
額
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
⑱
お
よ
び
⑮
両
者
の
増
額
が
加
わ
っ
て
、
週
所
得
一
五
げ
ン
以
上
の
男
子
に
対
す
る
最
高
の
増
額
の
場
合
、
適
用
除
外
の
な
い
と
き
労
使
合
計
掛
金
は
二
五
汐
幻
六
令
か
ら
一
―
―
―
汐
立
ハ
吋
に
増
額
さ
れ
適
用
除
外
の
と
き
一
八
劣
二
芍
か
ら
二
四
芸
二
芍
に
増
額
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
女
子
に
対
し
も
同
様
の
引
上
げ
が
行
な
わ
れ
る
こ
と
に
な
ろ
う
。
こ
の
よ
う
な
引
上
げ
に
年
金
額
の
増
額
が
伴
な
わ
な
い
の
で
あ
る
か
ら
、
国
民
保
険
の
退
職
年
金
は
漸
次
高
価
と
な
る
わ
け
で
あ
る
。
こ
れ
は
均
一
年
金
の
掛
金
が
稽
立
て
ら
れ
て
利
息
が
つ
く
と
い
う
こ
と
が
な
い
の
で
あ
る
か
ら
、
避
け
ら
れ
な
い
こ
と
と
も
い
え
る
。
な
お
ビ
ル
チ
・
ウ
ッ
ド
共
著
書
に
「
卒
直
に
い
っ
て
こ
れ
等
の
掛
金
増
額
だ
け
が
次
の
二
0
年
間
に
起
る
唯
一
の
も
の
と
す
れ
ば
、
雇
主
も
被
用
者
も
ま
こ
と
に
幸
い
と
考
え
て
よ
い
か
も
し
れ
な
い
」
と
記
さ
れ
て
い
る
が
、
さ
き
に
述
べ
た
よ
う
に
一
九
六
一
年
お
よ
び
一
九
六
一
1
一
年
に
そ
の
増
額
そ
の
他
が
実
施
さ
れ
た
。
注
山
P
i
l
c
h
a
n
d
 W
o
o
d
:
 
ibid••1960, 
p
p
.
 1
5
8
~
 16
1
 
P
i
l
c
h
 a
n
d
 W
o
o
d
:
 i
b
i
d
.
,
 
1
9
6
4
,
 
p. 
1
2
1
 
H
o
s
k
i
n
g
:
 
i
b
i
d
.
,
 
p
p
.
 2
8
7
~
2
9
1
 
②
こ
れ
等
の
掛
金
率
は
一
九
五
九
年
法
に
て
一
九
六
一
年
四
月
実
施
予
定
の
も
の
で
あ
っ
た
が
、
こ
れ
等
の
率
は
一
九
六
一
年
に
は
実
施
さ
れ
ず
、
日
（
川
元
）
七
八
79 
1
輪
廓 一
九
六
0
年
・
一
九
六
三
年
の
法
律
に
よ
り
、
よ
り
高
率
の
も
の
が
実
施
さ
れ
た
。
（
一
参
照
。
筆
者
）
③
一
九
五
九
年
法
に
て
実
施
予
定
の
労
使
合
計
掛
金
は
、
比
例
年
金
階
層
の
週
所
得
か
ら
九
ボ
ン
ド
を
引
い
た
数
字
に
1
-
2
％
を
掛
け
た
数
字
で
8
 
あ
る
が
、
第
2
,
1
表
、
第
2
-
2
表
を
よ
く
観
察
す
る
に
、
一
九
六
一
年
実
施
の
掛
金
は
一
九
五
九
年
法
の
掛
金
全
部
に
3
ツ
リ
ソ
グ
一
0
ペ
ソ
ス
を
．
加
え
た
も
の
で
あ
る
。
ま
た
一
九
六
三
年
実
施
の
掛
金
は
一
九
六
一
年
の
も
の
に
さ
ら
に
、
適
用
除
外
の
場
合
の
均
一
年
金
お
よ
び
週
所
得
一
五
ボ
ソ
ド
ヘ
の
掛
金
（
各
々
同
じ
く
四
シ
リ
ソ
グ
ニ
ペ
ソ
ス
を
加
え
た
も
の
）
を
除
き
各
所
得
階
層
の
掛
金
に
ニ
ッ
リ
ン
グ
ニ
ペ
ソ
ス
を
加
え
た
も
の
で
あ
る
。
（
週
所
得
一
五
ポ
ン
ド
超
し
一
八
ボ
ン
ド
ヘ
の
掛
金
は
別
と
す
る
）
な
お
上
記
の
よ
う
な
掛
金
の
引
上
げ
方
法
を
み
る
と
き
、
僅
か
な
が
ら
比
例
掛
金
で
な
く
な
っ
て
来
て
い
る
と
い
え
る
。
（
筆
者
）
Il 
適
用
除
外
の
概
要
図
一
九
五
九
年
法
の
後
半
は
適
用
除
外
に
関
す
る
規
定
に
さ
さ
げ
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
て
「
政
府
が
も
し
も
故
意
に
問
題
を
つ
く
り
、
雇
主
と
退
職
年
金
制
度
引
受
け
の
事
業
を
困
ら
そ
う
と
す
る
な
ら
ば
、
こ
れ
以
13 
上
絶
好
の
考
案
は
ま
ず
な
い
と
い
え
よ
う
」
、
と
批
評
す
る
人
も
あ
る
。
関
係
の
専
問
家
は
こ
の
問
題
に
敏
捷
に
取
組
ん
だ
。
そ
し
て
関
心
を
持
っ
て
い
る
人
は
み
な
、
適
用
除
外
が
安
い
か
、
適
用
が
安
い
か
の
諸
点
に
つ
い
て
、
徹
底
的
に
論
議
し
た
。
な
お
こ
の
際
雇
主
は
算
盤
上
の
細
か
い
H
（
川
元
）
七
九
重
要
性
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
だ
が
、
そ
の
被
用
者
の
好
意
と
い
う
重
要
な
資
産
も
看
過
し
て
は
な
ら
ぬ
も
の
と
さ
れ
て
い
る
。
適
用
除
外
に
対
し
課
せ
ら
れ
て
い
る
諸
条
件
は
、
次
の
よ
う
な
基
本
的
な
狙
い
を
持
つ
も
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
適
用
除
外
の
如
何
な
る
被
用
者
も
、
も
し
も
適
用
除
外
と
な
ら
な
か
っ
た
な
ら
ば
彼
が
与
え
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
比
例
年
金
額
は
、
少
な
く
と
も
必
ら
ず
与
え
ら
れ
る
よ
う
に
、
と
い
う
の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
適
用
除
外
と
す
る
か
ど
う
か
の
決
定
は
、
扉
主
が
行
な
う
こ
と
に
な
る
の
で
、
必
要
な
の
で
あ
る
。
も
っ
と
も
雇
主
が
そ
の
被
用
者
と
相
談
す
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。
ま
た
雇
主
が
適
用
除
外
と
す
る
意
図
が
あ
る
な
ら
ば
、
如
何
な
る
場
合
に
も
そ
の
被
用
者
に
一
カ
月
の
予
告
を
与
え
る
こ
と
が
、
要
求
さ
れ
て
い
る
。
適
用
除
外
を
し
よ
う
と
す
る
と
き
雇
主
は
、
全
被
用
者
ま
た
は
あ
る
グ
ル
ー
プ
の
被
用
者
に
対
し
そ
の
条
件
が
、
充
た
さ
れ
て
い
る
と
い
う
証
明
書
を
R
e
g
i
s
t
r
a
r
of N
o
n
,
p
a
r
t
i
c
i
p
a
t
i
n
g
 E
m
p
l
o
y
m
e
n
t
s
か
ら
得
る
必
要
が
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
証
明
書
が
与
え
ら
れ
る
な
ら
ば
、
雇
主
お
よ
び
そ
の
一
団
の
加
入
被
用
者
は
、
従
前
と
同
様
の
条
件
で
国
民
保
険
制
度
に
留
ま
る
と
と
も
に
、
比
例
年
金
掛
金
は
何
等
払
わ
ず
と
も
よ
い
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
し
か
し
こ
の
場
合
雇
主
お
よ
び
被
用
者
は
均
一
年
金
掛
金
に
対
し
、
も
し
そ
う
で
な
け
れ
ば
与
え
ら
れ
て
い
る
で
あ
ろ
う
掛
金
の
減
額
を
何
等
受
け
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
こ
の
こ
と
は
適
用
除
外
の
特
権
イ
ギ
リ
ス
に
お
け
る
国
民
年
金
と
私
的
退
職
年
金
制
度
と
の
調
整
・
総
合
そ
の
他
に
つ
い
て
80 
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て
上
記
の
条
件
ほ
こ
の
融
通
性
を
さ
ら
に
、
減
少
さ
せ
る
こ
と
に
な
ろ
う。
イ
ギ
リ
ス
に
お
け
る
国
民
年
金
と
私
的
退
職
年
金
制
度
と
の
調
整
・
総
合
そ
の
他
に
つ
い
て
に
対
し
て
払
わ
ね
ば
な
ら
な
い
代
価
の
一
部
と
認
め
ら
れ
て
い
る
。
あ
る
グ
ル
ー
プ
に
対
し
て
の
適
用
除
外
の
証
明
書
を
得
る
た
め
に
は
、
証
明
書
の
対
象
と
な
っ
て
い
る
職
域
制
度
が
、
健
全
で
あ
る
こ
と
を
必
要
と
す
る
。
ま
た
そ
の
職
域
制
度
は
、
も
し
も
適
用
除
外
で
な
い
な
ら
ば
与
え
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
週
一
五
屯
の
所
得
階
層
に
対
す
る
、
最
高
比
例
年
金
額
に
等
し
い
年
金
を
、
少
な
く
と
も
与
え
て
い
る
と
い
う
こ
と
を
必
要
と
．仙
す
る
。
こ
の
基
準
額
(
e
q
u
i
v
a
l
e
n
c
e
)
の
条
件
充
足
に
は
、
た
だ
被
用
者
本
人
に
支
給
さ
れ
る
年
金
の
み
が
考
慮
さ
れ
、
寡
婦
そ
の
他
被
扶
養
者
へ
の
年
金
は
考
慮
さ
れ
て
い
な
い
。
そ
れ
で
こ
の
こ
と
は
、
職
域
制
度
で
適
用
除
外
の
条
件
を
充
足
す
る
た
め
に
は
、
勤
務
各
一
年
に
つ
き
男
子
は
約
1
-
2
芍
、
女
子
は
9
芍
よ
り
も
少
な
く
な
い
年
金
を
、
与
え
ね
ば
な
゜
ー
ら
な
い
と
い
う
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
。
基
準
額
の
条
件
充
足
に
つ
き
留
意
す
ぺ
き
事
項
こ
の
基
準
額
の
条
件
充
足
に
関
し
て
、
幾
つ
か
の
点
に
留
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
第
一
に
当
該
被
用
者
の
所
得
が
事
実
上
た
だ
、
週
九
刃
ま
た
は
一
〇
屯
の
と
き
で
も
、
週
所
得
一
五
屯
へ
の
最
高
水
準
の
年
金
が
、
職
域
制
度
に
よ
り
与
え
ら
れ
ね
ば
な
ら
な
い
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
は
明
ら
か
に
簡
単
を
狙
い
と
し
て
行
な
わ
れ
た
の
で
あ
る
が
、
こ
こ
に
現
在
の
年
金
額
水
準
で
は
よ
い
け
れ
ど
も
、
将
来
こ
の
水
準
の
引
上
げ
ら
れ
た
と
き
に
、
無
視
で
き
な
い
よ
う
に
な
る
危
険
が
伏
在
す
る
。
第
二
に
年
金
給
付
に
関
し
て
非
一
時
金
化
非
譲
渡
の
年
金
と
な
っ
て
お
り
、
一
時
金
の
形
態
で
与
え
ら
れ
る
こ
と
の
で
き
る
職
域
制
度
下
の
、
如
何
な
る
部
分
も
除
外
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
退
職
に
際
し
て
給
付
の
1
-
4
を
一
時
金
化
し
得
る
と
い
う
、
最
も
普
通
な
形
態
の
近
代
的
制
度
の
場
合
、
法
律
の
規
定
す
る
条
件
を
充
た
さ
ね
ば
な
ら
な
い
の
で
、
そ
の
残
り
の
3
-
4
だ
け
が
、
こ
こ
で
対
象
と
さ
れ
る
。
例
え
ば
特
別
プ
ロ
ビ
デ
ン
ト
基
金
(
e
x
c
e
p
t
e
d
provident f
u
n
d
)
の
よ
う
な
一
時
金
の
み
で
給
付
を
与
え
る
制
度
は
、
こ
の
条
件
を
満
足
さ
せ
る
た
め
に
は
、
制
度
を
適
当
に
修
正
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
第
三
に
被
用
者
が
そ
の
年
金
額
の
一
部
を
、
そ
の
寡
婦
そ
の
他
の
被
扶
養
者
へ
の
年
金
に
、
振
替
え
る
こ
と
が
許
さ
れ
て
い
る
制
度
の
場
合
（
職
域
制
度
の
大
多
数
で
こ
れ
が
許
さ
れ
て
い
る
）
、
こ
の
振
替
可
能
の
年
金
部
分
は
基
準
額
の
年
金
に
は
考
慮
さ
れ
な
い
。
多
数
の
職
域
制
度
の
現
在
に
お
け
る
こ
の
融
通
性
は
限
ら
れ
た
程
度
の
も
の
で
あ
る
が
、
不
幸
に
し
基
準
額
に
考
慮
さ
れ
る
の
は
国
民
保
険
に
お
け
る
被
保
険
者
本
人
に
支
給
の
年
金
に
限
ら
れ
て
お
り
、
男
子
被
用
者
の
寡
婦
に
払
わ
れ
る
寡
婦
年
金
は
考
慮
さ
れ
て
い
な
い
。
し
か
し
大
多
数
の
雇
主
は
、
も
し
彼
等
が
適
用
除
外
を
良
し
と
決
定
す
る
な
ら
ば
、
後
者
に
対
し
て
も
芳
千
の
考
慮
を
日
（
川
元
）
八
〇
81 
適
用
除
外
の
場
合
に
お
け
る
脱
退
に
対
す
る
処
理
適
用
除
外
の
被
用
者
が
脱
退
す
る
と
き
に
は
、
少
な
く
と
も
、
週
所
得
一
五
屯
の
被
保
険
者
が
も
し
も
適
用
除
外
で
な
い
な
ら
ば
、
得
る
で
あ
ろ
う
比
例
年
金
額
（
適
用
除
外
の
期
間
に
対
す
る
も
の
）
を
、
保
持
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
実
際
上
多
数
の
場
合
、
年
金
額
は
上
記
の
も
の
よ
り
も
3
 
払
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。
大
多
数
の
職
域
制
度
に
お
い
て
、
勤
務
中
の
死
亡
に
払
わ
れ
る
死
亡
一
時
金
は
、
国
民
保
険
に
お
け
る
同
様
の
給
付
よ
り
も
寛
大
で
あ
る
こ
と
は
、
ま
ず
確
か
と
い
え
よ
う
。
な
お
退
職
後
の
死
亡
の
場
合
に
お
け
る
事
柄
も
、
こ
の
関
連
に
お
い
て
看
過
し
て
は
な
ら
な
い
。
第
四
に
被
保
険
者
は
男
子
の
場
合
六
五
オ
（
女
子
六
0
オ
）
に
達
す
る
と
き
、
退
職
年
金
へ
の
絶
対
的
権
利
を
所
有
す
る
こ
と
に
な
る
。
も
っ
と
も
年
金
支
給
開
始
日
は
六
五
オ
（
男
子
）
ま
た
は
六
0
オ
（
女
子
）
の
到
達
後
約
六
カ
月
の
あ
る
記
念
日
に
関
係
あ
る
日
、
例
え
ば
第
六
五
誕
生
日
に
最
も
近
い
一
月
一
日
と
す
る
こ
と
が
、
許
さ
れ
て
い
る
。
最
後
に
被
保
険
者
の
脱
退
の
場
合
、
雇
主
は
被
用
者
の
適
用
除
外
と
な
っ
た
期
間
に
対
す
る
基
準
年
金
額
を
、
適
法
に
確
保
し
て
M
i
n
i
s
t
e
r
of 
P
e
n
s
i
o
n
s
 a
n
d
 National I
n
s
u
r
a
n
c
e
を
満
足
さ
せ
る
か
P.I•L. 
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
払
込
み
を
、
国
民
保
険
基
金
に
行
な
う
か
、
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
次
に
こ
れ
に
つ
い
て
少
し
く
詳
述
す
る
こ
と
に
し
た
、。し
(C) (b） 若
干
多
い
こ
と
で
あ
ろ
う
。
と
い
う
の
は
あ
る
欠
勤
の
数
週
間
も
そ
の
中
に
入
る
か
も
知
れ
な
い
か
ら
で
あ
る
。
保
持
す
べ
き
年
金
額
は
基
準
年
金
額
(equivalent
pension)
と
称
さ
れ
る
。
脱
退
に
際
し
て
の
基
準
年
金
額
を
保
持
す
る
方
法
に
は
三
法
が
あ
り
、
そ
の
ど
れ
か
―
つ
を
選
択
す
る
わ
け
で
あ
る
。
(a) 
日
（
川
元
八
職
域
制
度
に
お
い
て
男
子
六
五
オ
（
女
子
六
0
オ
）
か
ら
支
給
開
始
の
払
済
年
金
と
し
て
、
少
な
く
と
も
基
準
年
金
額
の
金
額
を
与
え
る
こ
と
。
そ
し
て
こ
れ
等
の
払
済
年
金
の
振
込
み
に
対
し
て
中
央
支
払
機
関
が
で
き
る
こ
と
に
な
る
で
あ
ろ
う
。
被
用
者
が
他
の
適
用
除
外
基
金
に
加
入
し
よ
う
と
い
う
場
合
、
そ
の
基
金
に
移
転
を
行
な
う
こ
と
。
こ
の
場
合
に
は
そ
の
以
後
は
基
準
年
金
額
に
対
す
る
支
払
債
務
を
引
受
け
る
こ
と
に
な
る
。
こ
の
方
法
が
最
上
で
あ
る
か
ど
う
か
は
、
合
意
成
立
の
移
転
価
格
に
左
右
さ
れ
る
。
a
法
ま
た
は
b
法
の
採
用
さ
れ
な
い
と
き
に
は
、
国
民
保
険
の
年
金
基
金
(National
I
n
s
u
r
a
n
c
e
 F
u
n
d
)
に
次
の
金
額
を
払
込
む
こ
と
が
法
律
上
要
求
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
は
P.
I. 
L. 
(
p
a
y
m
e
n
t
 in 
lieu 
of 
contributions)...IJ
し
て
5
心
ら
れ
て
い
る
方
法
で
あ
っ
て
、
週
一
五
芍
の
所
得
階
層
に
対
す
る
比
例
年
金
労
使
合
計
掛
金
（
最
高
掛
金
額
）
と
適
用
除
外
の
と
き
の
均
一
年
金
掛
金
と
の
差
額
（
男
子
週
七
背
四
芍
、
女
子
週
八
劣
―
―
芍
）
を
、
適
用
除
外
の
全
期
間
に
対
し
払
イ
ギ
リ
ス
に
お
け
る
国
民
年
金
と
私
的
退
職
年
金
制
度
と
の
調
整
・
総
合
そ
の
他
に
つ
い
て
82 
イ
ギ
リ
ス
に
お
け
る
国
民
年
金
と
私
的
退
職
年
金
制
度
と
の
調
整
・
総
合
そ
の
他
に
つ
い
て
込
む
の
で
あ
る
。
な
お
こ
の
方
法
に
よ
る
と
き
被
用
者
は
寡
婦
年
金
を
も
受
け
る
こ
と
に
な
る
。
な
お
法
律
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
れ
ば
、
も
し
P.
I
•
L
.法
の
採
ら
れ
る
湯
合
、
麗
主
は
適
用
除
外
勤
務
に
関
す
る
掛
金
に
つ
き
、
脱
退
被
用
者
に
払
わ
れ
よ
う
と
し
て
い
る
返
還
金
(
r
e
f
u
n
d
)
の
う
ち
か
ら
、
P. I
•
L．
の
半
分
ま
で
を
取
り
返
す
こ
と
が
で
き
る
。
以
上
現
存
職
域
制
度
の
あ
る
と
き
の
み
に
つ
い
て
述
べ
た
の
で
あ
る
が
現
在
何
の
制
度
も
な
い
雇
主
が
同
制
度
の
設
定
に
つ
い
て
考
慮
を
払
う
の
ほ
望
ま
し
い
こ
と
で
あ
る
。
実
際
上
明
ら
か
に
政
府
は
こ
れ
を
設
定
す
る
よ
う
雇
主
に
悠
通
し
た
。
い
ま
や
雇
主
は
そ
の
被
用
者
に
対
し
、
国
民
保
険
の
年
金
制
度
ま
た
は
彼
自
身
の
職
域
制
度
に
よ
り
、
均
一
年
金
を
超
え
る
若
干
の
年
金
を
与
え
る
よ
う
余
儀
な
く
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
雇
主
は
後
者
の
方
法
の
方
が
、
国
民
保
険
へ
の
よ
り
以
上
の
掛
金
払
込
が
提
供
す
る
以
上
の
も
の
を
、
も
た
ら
す
も
の
と
感
ず
る
か
も
し
れ
な
い
。
注
山
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i
l
c
h
a
n
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③
適
用
除
外
の
語
に
つ
い
て
で
あ
る
が
一
九
五
九
年
法
に
は
「
参
加
雇
用
」
(
p
a
r
t
i
c
i
p
a
t
i
n
g
 e
m
p
l
o
y
m
e
n
t
)
「
非
基
参
加
雇
用
」
(
n
o
n
,
p
a
r
t
i
c
i
p
a
t
i
n
g
 e
m
p
l
o
y
m
e
n
t
)
の
語
が
用
い
ら
れ
て
い
る
が
、
本
稿
で
は
ピ
ル
チ
・
ウ
ッ
ド
共
著
書
お
よ
び
ホ
ス
キ
ソ
グ
著
書
に
従
い
、
「
非
参
加
」
者
の
誘
引
、
等
々
の
幾
多
の
好
結
果
を
も
た
ら
す
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
等
の
扉
主
が
職
域
制
度
を
と
る
と
き
彼
が
も
し
賢
明
で
あ
る
な
ら
ば
、
単
に
退
職
年
金
を
与
え
る
に
と
ど
ま
ら
ず
、
そ
の
被
用
者
に
安
心
、
保
障
、
よ
り
良
い
労
使
関
係
、
労
働
異
動
の
減
少
、
老
令
で
も
退
職
し
な
い
被
用
者
に
よ
り
閉
ざ
さ
れ
て
い
る
昇
進
へ
の
道
の
円
滑
な
開
通
、
よ
り
良
い
被
用
山
四
適
用
除
外
と
人
間
関
係
の
代
り
に
よ
り
一
般
的
に
採
用
さ
れ
て
い
る
「
適
用
除
外
」
(
c
o
n
t
r
a
c
t
o
u
t
)
の
語
を
、
「
参
加
」
の
代
り
に
「
適
用
」
ま
た
は
「
適
用
除
外
と
な
っ
て
い
な
い
」
(
c
o
n
t
r
a
c
t
e
d
in; 
n
o
t
 G
o
n
t
r
a
c
t
e
d
 o
u
t
)
 •
の
声g
を
用
い
る
こ
と
に
し
た
。
③
P
i
l
c
h
 a
n
d
 W
o
o
d
:
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ビ
ル
チ
・
ウ
ッ
ド
両
氏
は
コ
ソ
サ
ル
テ
ィ
ソ
グ
ア
ク
チ
ュ
ア
リ
ー
で
あ
る
か
ら
、
実
務
に
掌
さ
わ
り
、
職
域
制
度
に
関
係
す
る
こ
と
も
多
い
人
と
し
て
、
適
用
除
外
事
務
の
繁
雑
さ
に
こ
の
よ
う
な
嘆
声
も
出
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
イ
ギ
リ
ス
の
適
用
除
外
の
選
択
の
可
否
に
つ
い
て
は
、
後
述
の
よ
う
に
誠
に
厄
介
な
考
察
を
必
要
と
す
る
。
（
筆
者
）
山
基
準
額
は
e
q
u
i
v
a
l
e
n
c
e
の
訳
語
で
あ
る
が
、
後
述
の
よ
う
に
e
q
u
i
v
a
l
e
n
c
e
は
e
q
u
i
v
a
l
e
n
t
p
e
n
s
i
o
n
を
箇
I
単
に
表
わ
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
従
っ
て
直
訳
す
れ
ば
「
相
当
年
金
額
」
ま
た
は
「
同
一
年
金
額
」
の
方
が
正
し
い
で
あ
ろ
う
が
、
こ
の
語
の
表
わ
す
内
容
か
ら
言
っ
て
む
し
ろ
「
基
準
年
金
額
」
ま
た
は
「
基
準
額
」
の
方
が
分
り
良
い
だ
ろ
う
と
思
っ
て
、
あ
え
て
こ
の
訳
語
を
用
い
た
。
（
筆
者
）
日
（
川
元
）
八
83 
事
柄
の
若
干
は
（
決
し
て
全
部
と
は
ゆ
か
な
い
）
国
民
保
険
制
度
に
よ
っ
て
も
与
え
ら
れ
る
こ
と
が
で
き
る
が
、
し
か
し
も
し
与
え
ら
れ
て
も
、
被
用
者
が
そ
の
年
金
を
雇
主
か
ら
支
給
さ
れ
る
の
と
、
国
家
か
ら
支
給
さ
れ
る
の
と
で
は
、
そ
こ
に
重
要
な
差
異
が
存
在
す
る
こ
と
で
あ
ろ
う
。
過
去
に
お
い
て
す
こ
ぶ
る
進
歩
的
で
寛
大
な
年
金
制
度
を
設
け
た
大
多
数
の
雇
主
は
、
自
ら
こ
の
こ
と
に
誇
り
を
持
ち
、
そ
の
被
用
者
・
産
業
界
．
隣
人
達
の
中
に
生
れ
て
い
る
名
声
の
価
値
を
、
容
易
に
棄
て
去
る
も
の
と
は
思
わ
れ
な
い
。
良
い
雇
主
で
あ
る
と
い
う
名
声
に
は
容
易
に
得
る
こ
と
の
で
き
な
い
何
も
の
か
が
あ
る
。
し
か
し
そ
れ
を
速
か
に
喪
失
す
る
こ
と
も
で
き
る
で
あ
ろ
う
。
現
在
の
比
例
年
金
の
水
準
は
控
い
目
で
、
僅
少
と
さ
え
い
え
る
も
の
で
扉
主
に
よ
り
な
お
補
な
う
べ
き
余
地
が
相
当
存
在
す
る
。
し
か
し
国
民
保
険
制
度
の
年
金
制
度
は
成
長
を
続
け
る
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
ほ
と
ん
ど
何
び
と
も
終
局
の
衝
突
の
種
が
、
す
で
に
蒔
か
れ
た
と
い
う
こ
と
を
疑
わ
な
い
で
あ
ろ
う
。
職
域
制
度
を
持
っ
て
い
る
雇
主
は
岐
路
に
立
っ
て
い
る
。
彼
は
国
民
保
険
の
道
（
適
用
）
を
と
る
こ
と
も
で
き
る
。
そ
の
場
合
そ
の
現
存
職
域
制
度
に
修
正
を
す
ぐ
に
は
必
要
と
し
な
い
か
も
知
れ
な
い
が
、
国
民
年
金
制
度
の
拡
大
が
行
な
わ
れ
る
に
つ
れ
、
彼
は
漸
次
そ
れ
を
維
持
す
る
こ
と
が
困
難
に
な
っ
て
来
る
か
も
知
れ
な
い
。
あ
る
い
は
ま
た
彼
は
職
域
制
度
の
道
（
適
用
除
外
）
を
択
ぶ
こ
と
も
で
き
る
。
そ
の
湯
合
に
は
彼
H
（
川
元
）
八
自
身
の
制
度
が
適
用
除
外
に
対
す
る
そ
の
時
々
の
条
件
を
充
た
し
続
け
る
限
り
は
、
国
民
保
険
の
比
例
年
金
制
度
に
参
加
せ
ず
に
行
け
る
で
あ
ろ
ど
ち
ら
を
選
択
し
て
も
そ
れ
を
改
変
し
得
な
い
も
の
で
な
い
と
い
う
こ
と
は
本
当
で
あ
る
。
も
し
も
雇
主
が
後
に
な
っ
て
そ
の
よ
う
に
し
よ
う
と
思
え
ば
、
雇
主
が
後
日
適
用
除
外
と
な
る
の
を
妨
げ
た
り
、
当
初
の
適
用
除
外
の
決
定
を
取
消
す
の
を
妨
げ
る
法
律
は
、
何
も
な
い
の
で
あ
る
。
こ
の
選
択
は
根
本
的
に
は
国
有
化
と
私
企
業
と
の
間
の
原
則
選
択
と
も
い
え
12 
る
私
企
業
を
良
し
と
す
る
見
解
は
、
あ
る
事
情
の
下
に
お
い
て
は
す
こ
ぶ
る
重
要
性
を
持
っ
て
い
る
。
例
え
ば
窓
拭
き
を
雇
入
れ
て
い
る
会
社
を
考
え
て
み
よ
う
。
仕
事
の
性
質
上
、
こ
の
よ
う
な
人
々
の
雇
用
を
六
五
オ
ま
で
持
ち
続
け
得
る
こ
と
は
、
ほ
と
ん
ど
あ
り
得
な
い
。
こ
の
よ
う
な
人
々
の
加
入
す
る
職
域
制
度
で
は
、
正
常
退
職
年
令
を
六
O
~六
五
オ
と
定
め
て
い
る
こ
と
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
国
民
保
険
の
年
金
制
度
で
は
こ
の
よ
う
な
区
別
を
認
め
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
そ
し
て
被
用
者
が
そ
の
退
職
年
金
の
全
部
ま
た
は
大
部
分
を
こ
の
よ
う
な
制
度
か
ら
受
け
る
も
の
と
す
れ
ば
仕
事
の
性
質
上
退
職
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
日
と
退
職
年
金
の
支
給
開
始
の
日
と
の
間
に
、
五
カ
年
前
後
の
無
年
金
期
間
が
あ
り
へ
困
却
さ
せ
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。
職
域
制
度
と
異
な
り
、
国
民
保
険
制
度
に
は
早
期
退
職
に
対
イ
ギ
リ
ス
に
お
け
る
国
民
年
金
と
私
的
退
職
年
金
制
度
と
の
調
整
・
総
合
そ
の
他
に
つ
い
て
う。
84 
イ
ギ
リ
ス
に
お
け
る
国
民
年
金
と
私
的
退
職
年
金
制
度
と
の
調
整
・
総
合
そ
の
他
に
つ
い
て
す
る
何
等
の
規
定
も
な
い
か
ら
で
あ
る
。
上
記
の
よ
う
な
特
殊
な
雁
用
条
件
を
持
っ
た
会
社
は
多
数
存
在
す
る
。
こ
の
場
合
適
用
除
外
の
決
定
は
随
伴
す
る
財
政
的
事
情
に
関
係
な
く
、
ほ
と
ん
ど
自
動
的
に
行
な
わ
れ
る
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
は
国
民
保
険
の
年
金
制
度
に
よ
り
与
え
ら
れ
る
年
金
額
は
、
被
用
者
の
必
要
に
ふ
さ
わ
し
く
な
い
も
の
だ
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
雇
主
は
お
そ
ら
く
、
そ
の
よ
う
に
す
る
機
会
が
与
え
ら
れ
る
こ
と
が
あ
れ
ば
、
国
民
保
険
の
均
一
年
金
を
も
適
用
除
外
と
す
る
こ
と
を
択
ぶ
で
あ
ろ
う
。
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P
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図
こ
れ
に
続
き
ビ
ル
チ
・
ウ
ッ
ド
共
著
書
に
は
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。
「
例
え
ば
一
九
五
九
年
の
一
般
選
挙
前
に
、
あ
の
よ
う
に
強
く
よ
り
以
上
の
国
営
化
運
動
を
展
開
し
た
製
鋼
会
社
が
、
彼
等
の
年
金
制
度
に
そ
の
原
則
を
、
拡
大
適
用
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
思
っ
た
な
ら
ば
、
そ
れ
は
お
か
し
な
も
の
で
あ
ろ
う
。
」
(
P
i
l
c
h
a
n
d
 W
o
o
d
"
i
b
i
d
.
,
 1
9
6
0
 
p. 1
6
5
)
 
基
本
的
な
考
え
方
前
述
の
よ
う
に
国
民
保
険
の
掛
金
で
は
何
の
利
息
も
生
ま
ず
、
年
金
額
は
無
利
息
の
労
使
合
計
掛
金
に
基
づ
い
て
い
る
が
、
私
的
制
度
に
お
い
て
ほ
掛
金
に
よ
る
基
金
が
年
金
が
支
給
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
ま
で
、
投
資
さ
ー
Il 
五
適
用
除
外
の
算
盤
上
の
損
得
れ
る
の
で
、
こ
の
点
か
ら
は
国
民
保
険
の
均
一
年
金
に
加
え
ら
れ
た
年
金
を
与
え
よ
う
と
す
る
制
度
と
し
て
、
私
的
制
度
は
よ
り
安
価
な
は
ず
で
あ
る
。
利
息
の
影
響
は
驚
ろ
く
べ
き
も
の
で
、
四
彩
で
は
約
一
七
年
で
倍
額
と
な
り
、
五
彩
で
は
約
一
四
年
、
六
％
で
は
約
―
二
年
、
七
％
で
は
一
〇
年
未
満
で
倍
額
と
な
る
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
自
家
投
資
基
金
に
お
い
て
は
長
期
に
わ
た
る
資
本
の
値
上
り
益
が
あ
り
、
蓄
積
率
に
加
わ
る
か
も
し
れ
な
い
。一
九
五
九
年
法
に
よ
れ
ば
、
あ
る
被
用
者
が
適
用
除
外
の
場
合
、
新
制
度
下
に
お
い
て
も
均
一
年
金
掛
金
と
し
て
、
従
来
と
同
額
の
も
の
を
払
込
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
す
な
わ
ち
掛
金
は
「
適
用
」
の
場
合
の
よ
う
な
減
額
を
さ
れ
な
い
の
で
あ
る
。
こ
の
場
合
に
ほ
国
民
保
険
の
年
金
額
は
同
一
で
あ
る
に
か
か
わ
ら
ず
、
掛
金
、
例
え
ば
男
子
被
用
者
の
そ
れ
は
八
”
”
四
芍
の
代
り
に
九
劣
―
一
芍
、
雇
主
掛
金
は
七
劣
の
代
り
に
八
汐
”
―
―
―
芍
で
あ
る
。適
用
除
外
の
場
合
週
所
得
一
〇
屯
で
も
、
男
子
掛
金
は
「
適
用
」
の
場
合
よ
り
高
い
も
の
と
な
る
で
あ
ろ
う
（
女
子
掛
金
ほ
同
じ
位
）
。
も
し
も
「
適
用
」
で
あ
る
な
ら
ば
得
ら
れ
た
か
も
知
れ
な
い
比
例
年
金
を
も
失
な
う
で
あ
ろ
う
。
適
用
除
外
の
場
合
週
―
―
屯
お
よ
び
よ
り
以
上
の
所
得
に
お
い
て
は
、
掛
金
は
節
約
さ
れ
る
が
、
年
金
額
は
喪
失
す
る
。
そ
こ
で
両
者
を
比
較
し
研
日
（
川
元
）
八
四
そ
し
て
8S 
第6表適用除外により節約の週年金額と喪失する比例年金額（男子）
週所得1 節約の掛金額（週額） I比例年金額節約の掛金額
被用者 I雇 主 I合 計 （勤つ務き失各な1年うに） 合計（年額）
ボンド シリペ‘./ シリペン シリペン ペン ボン シリ
ソグス ソグス ソグス ス ド ソグ
9以下 -1 7 -1 3 -2 10 -7 7 
10 8 4 -1 
゜
-2 10 
11 3 7 10 3t 2 7 
12 1 1 1 5 2 6 5t 6 15 
13 1 11 2 3 4 2 7-4 1 11 16 
14 2 ， 3 1 5 10 ， 15 4 
15以上 3 6 3 10 7 4 10½ 19 3 
有
利
な
取
引
き
と
は
い
え
な
い
。
し
か
し
一
年
間
週
二
沙
”
六
芍
、
す
な
わ
ち
年
六
屯
一
〇
判
を
節
約
す
る
代
り
に
、
六
五
オ
か
ら
の
週
1
-
2
芍
5
 
の
年
金
（
寡
婦
に
は
六
0
オ
か
ら
そ
の
半
額
）
を
棄
て
る
こ
と
は
ど
う
で
あ
ろ
う
か
。
こ
の
こ
と
は
六
芍
一
〇
劣
に
得
ら
れ
る
利
子
率
（
こ
れ
に
イ
ギ
リ
ス
に
お
け
る
国
民
年
金
と
私
的
退
職
年
金
制
度
と
の
調
整
・
総
合
そ
の
他
に
つ
い
て
額
）
を
捨
て
て
終
う
の
で
は
、
身
間
週
3
-
4
芍
の
年
金
（
寡
3
 
婦
に
は
六
0
オ
か
ら
そ
の
半
労
使
合
計
掛
金
を
節
約
し
て
も
そ
の
た
め
六
五
オ
か
ら
終
の
人
が
一
年
間
週
一
〇
芍
の
明
白
に
若
年
ま
た
は
中
年
究
し
て
み
る
必
要
が
あ
る
。
次
に
上
記
の
場
合
第
2
,
1
表
を
利
用
し
て
計
算
し
た
掛
金
の
節
約
と
喪
失
す
る
年
金
額
を
、
層
の
例
に
よ
り
次
に
示
そ
う
。
（
第
6
表
は
H
o
s
k
i
n
g
"
i
i
b
i
d
,
P
.
2
9
2
よ
り
）
一
屯
間
隔
と
し
た
所
得
階
H
（
川
元
）
八
五
資
本
利
得
ま
た
は
損
失
を
考
慮
）
お
よ
び
そ
の
利
子
の
得
ら
れ
る
期
間
に
左
右
さ
れ
る
。
も
し
も
六
屯
一
〇
劣
が
基
金
に
払
込
ま
れ
年
四
形
に
て
蓄
積
さ
れ
る
な
ら
ば
、
現
在
二
五
オ
の
男
子
の
場
合
、
六
五
オ
か
ら
週
一
背
一
芍
の
年
金
（
寡
婦
に
は
六
0
オ
か
ら
そ
の
半
額
）
が
与
え
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
彼
が
も
し
現
在
六
0
オ
で
あ
る
な
ら
ば
、
た
だ
一
―
―
芍
の
年
金
が
与
え
ら
れ
る
に
す
ぎ
な
い
。
ま
た
蓄
積
率
が
高
い
な
ら
ば
掛
金
払
込
時
彼
が
若
年
で
あ
る
場
合
に
は
勤
務
各
一
年
に
得
ら
れ
る
年
金
額
に
、
さ
ら
に
大
き
い
開
き
が
で
き
る
。
例
え
ば
蓄
積
率
が
七
彩
で
は
、
年
金
額
は
二
五
オ
の
男
子
の
場
合
四
祁
二
芍
で
あ
り
、
六
0
オ
の
男
子
の
場
合
四
芍
で
あ
る
。
第
7
表
は
週
所
得
―
二
屯
お
よ
び
一
五
芍
の
各
場
合
に
つ
い
て
、
種
々
な
る
掛
金
払
込
時
の
年
令
と
、
適
用
除
外
の
と
き
の
私
的
制
度
に
お
け
る
種
々
な
る
蓄
積
率
と
の
組
合
せ
に
て
、
得
ら
れ
る
と
こ
ろ
の
年
金
額
を
示
し
、
そ
れ
等
を
も
し
も
「
適
用
」
で
あ
る
な
ら
ば
得
ら
れ
る
は
ず
の
年
金
額
（
勤
務
各
一
年
に
つ
い
て
の
も
の
）
と
比
較
し
た
も
の
で
あ
る
。
い
ま
週
所
得
一
五
屯
の
男
子
の
場
合
を
み
る
に
、
そ
の
掛
金
に
お
い
て
週
七
劣
四
芍
、
す
な
わ
ち
年
一
九
屯
一
劣
四
芍
の
節
約
が
で
き
る
が
、
そ
の
代
り
年
金
額
に
お
い
て
本
人
へ
の
週
1
-
2
芍
と
寡
婦
へ
の
そ
の
半
額
゜
ー
（六
0
オ
よ
り
）
の
年
金
を
失
な
う
こ
と
に
な
る
。
こ
の
節
約
額
年
一
九
86 
芍
一
背
四
芍
が
二
五
オ
の
男
子
に
よ
り
基
金
に
払
込
ま
れ
、
四
彩
で
蓄
積
す
る
な
ら
ば
、
本
人
へ
の
週
一
―
―
汐
”
―
芍
の
年
金
（
寡
婦
へ
そ
の
半
額
）
と
が
得
ら
れ
る
が
、
六
0
オ
の
男
子
の
場
合
に
は
た
だ
週
九
弓
に
す
ぎ
な
い
。
特定所得の掛金節約額に対する種々なる蓄積率による週年金額
（寡婦には60才より半額支給）
掛金払込
比例年金
私的制度における蓄積率（＝利息土資本利得または損失）
時の年令 496 5% 6% 7% 
歳 ペンスペンス ペンス ペンス ペ‘ノス
週所得12ボンド（男子）一適用除外により節約の合計掛金＝週2シリング6ペソス
年6ボンド10ツリソグ
第7表
25 5一2 1 13 20 32 50(4シリンク')
5一2 1
2ペンス
35 ， 12 18 26 
45 5-1 6 8 10 13 2 
55 52 1 4 4 5 6 
60 5-1 3 3 4 4 
2 
週所得15ボンド（男子）一適用除外により節約の合計掛金＝週7シリング4ペンス
年19ポンド 1シリング4ぺ‘ノス
25 10ー2 1 37 59 94 148 
35 10 1 25 36 52 75 2 
45 10百1 17 22 29 38 
55 10-2 1 11 13 16 19 
60 10-1 
， 10 11 13 
2 
被
用
者
に
対
し
て
生
ず
る
終
局
の
年
金
額
は
、
上
記
の
両
方
法
に
よ
り
(
e
q
u
i
v
a
l
e
n
t
 p
e
n
s
i
o
n
)
以
上
の
或
る
金
額
と
比
例
年
金
額
と
の
差
額
を
、
比
例
年
金
に
加
え
補
な
う
よ
う
、
彼
の
制
度
を
修
正
す
る
こ
と
も
あ
ろ
う
。
Hosking: ibid., p. 29 
イ
ギ
リ
ス
に
お
け
る
国
民
年
金
と
私
的
退
職
年
金
制
度
と
の
調
整
・
総
合
そ
の
他
に
つ
い
て
ま
た
七
形
で
蓄
積
さ
れ
る
な
ら
ば
二
五
オ
の
男
子
で
は
―
二
劣
四
勺
と
な
り
、
六
0
オ
の
男
子
で
は
一
汐
幻
一
吋
と
な
る
。
2
最
低
義
務
の
年
金
額
支
給
の
場
合
に
お
け
る
適
用
除
外
適
用
除
外
の
計
数
上
の
損
得
は
厖
主
の
態
度
に
左
右
さ
れ
る
が
、
次
の
二
つ
の
う
ち
の
一
つ
で
考
察
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
す
な
わ
ち
も
し
も
雇
主
が
如
何
な
る
適
当
な
年
金
制
度
を
も
持
た
ず
、
ま
た
は
何
等
の
年
金
制
度
を
も
持
た
ず
、
こ
の
よ
う
に
し
て
た
だ
法
律
上
最
低
の
義
務
を
満
足
さ
せ
る
こ
と
だ
け
に
関
心
を
持
っ
て
い
る
と
き
で
、
こ
の
場
合
彼
の
問
題
と
い
う
の
は
単
に
適
用
除
外
と
し
た
私
的
制
度
の
設
定
が
安
価
で
あ
る
か
、
そ
の
被
用
者
を
比
例
年
金
制
度
に
参
加
さ
せ
る
の
が
安
価
で
あ
る
か
で
あ
る
。
他
方
、
適
当
な
年
金
を
与
え
て
い
る
制
度
を
す
で
に
持
っ
て
い
る
雇
主
で
あ
る
が
、
こ
の
場
合
問
題
と
い
う
の
は
彼
の
制
度
を
適
用
除
外
と
す
る
の
が
安
価
で
あ
る
か
、
そ
れ
と
も
比
例
年
金
制
度
お
よ
び
補
助
制
度
に
よ
る
の
が
安
価
で
あ
る
か
で
あ
る
。
こ
の
補
助
年
金
制
度
に
は
彼
の
制
度
を
変
更
す
る
こ
と
な
し
に
用
い
る
こ
と
も
あ
ろ
う
し
、
ま
た
は
基
準
年
金
額
日
（
川
元
八
六
87 
異
っ
た
も
の
と
な
る
。
そ
れ
で
職
域
制
度
に
対
し
て
厳
密
に
い
え
ば
公
平
で
な
い
。
し
か
し
コ
ス
ト
以
外
の
あ
ら
ゆ
る
考
察
を
別
に
す
る
な
ら
ば
、
雇
主
は
い
や
応
な
し
に
コ
ス
ト
の
点
か
ら
選
択
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
次
に
行
な
う
説
明
は
男
子
被
用
者
の
率
に
基
づ
い
て
い
る
。
そ
れ
は
一
つ
は
単
純
化
の
た
め
で
あ
り
、
一
っ
は
女
子
被
用
者
に
は
特
殊
な
問
題
が
存
在
す
る
か
ら
で
あ
る
（
次
節
参
照
）
。
法
律
の
最
低
要
件
の
基
礎
に
よ
り
、
寡
婦
の
年
金
を
度
外
視
す
る
こ
と
は
可
能
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
ほ
と
ん
ど
の
雇
主
は
職
域
制
度
の
下
で
の
死
亡
給
付
全
部
を
除
く
と
い
う
こ
と
は
、
し
よ
う
と
は
し
て
い
な
い
よ
う
で
あ
る
。
そ
こ
で
上
記
の
比
較
の
た
め
に
次
の
よ
う
に
仮
定
す
る
。
す
な
わ
ち
職
域
年
金
制
度
に
て
適
用
除
外
へ
の
条
件
と
し
て
は
、
掛
金
払
込
み
の
各
一
年
に
つ
き
比
例
年
金
と
し
て
年
額
二
屯
六
劣
（
後
述
囚
の
場
合
）
（
週
一
五
呼
の
所
得
に
対
す
る
週
1
-
2
芍
の
一
年
分
の
年
金
額
）
に
被
保
険
゜
ー
者
本
人
死
亡
の
際
支
給
の
、
寡
婦
年
金
（
同
上
年
金
額
の
半
分
）
を
加
え
た
も
の
を
、
適
用
除
外
の
職
域
年
金
制
度
に
て
も
準
備
す
る
と
す
れ
ば
年
額
二
竺
六
究
の
年
金
額
を
必
要
と
す
る
。
同
様
に
し
て
比
例
年
金
年
額
1
1
一
屯
九
叱
，
七
芍
（
後
述
⑱
の
場
合
）
（
週
所
得
一
八
屯
に
対
す
る
も
の
）
の
場
合
に
は
四
屯
四
劣
の
年
金
額
を
必
要
と
す
る
。
比
較
は
全
部
、
平
準
年
払
保
険
料
式
に
基
づ
き
行
な
わ
れ
る
も
の
と
す
る
。
こ
の
方
式
に
よ
れ
ば
職
域
制
度
の
真
の
最
終
コ
ス
ト
が
隠
蔽
さ
れ
る
の
節
約
ま
た
は
損
失
の
状
7
 
6
 
p
況
を
見
る
必
要
が
あ
る
。
ー96
こ
の
場
合
被
用
者
は
適
用
n
5
 
ーむ
除
外
の
制
度
に
引
続
き
留
ま
る
も
の
と
仮
定
す
る
。
ib 
d
 
第
8
-
1
表
に
お
い
て
低
所
゜w 
d
得
階
層
に
お
け
る
掛
金
の
n
 
a
 
ch
減
少
し
て
い
る
理
由
は
、
ーP
も
ち
ろ
ん
適
用
の
場
合
に
お
け
る
均
一
掛
金
に
お
け
る
減
少
の
た
め
で
あ
る
。
ま
た
第
9
-
1
表
は
第
三
七
九
条
下
認
可
の
保
険
型
年
金
基
金
下
の
将
来
勤
務
に
対
し
年
額
年
金
二
汲
ド
一
六
劣
を
得
る
コ
ス
ト
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
。
第
9
ー
1
表
に
つ
い
て
少
し
く
説
明
を
加
え
よ
う
。
イ
ギ
リ
ス
に
お
け
る
国
民
年
金
と
私
的
退
職
年
金
制
度
と
の
調
整
・
総
合
そ
の
他
に
つ
い
て
第8-1表適用除外にて節約の掛金額
(1957年法労使合計掛金額）
(A） 
日（川元
週所得1週掛金の場合I 年掛金の湯合
ボ‘ノド シリペソ ポンシリペ‘ノ
ングス ド ソグス
9以下 - 2 10 - 7 7 
゜10 - 1 ゜
- 2 10 
゜11 10 2 7 ゜12 2 6 6 15 ゜13 4 2 11 16 ゜14 5 10 15 4 ゜15以上 7 4 19 3 ゜
八
七
こ
と
が
あ
り
得
な
い
。
こ
の
掛
金
計
算
方
式
は
そ
の
グ
ル
ー
プ
の
平
均
年
令
に
基
づ
く
も
の
で
は
な
く
、
相
異
な
る
年
令
に
お
け
る
被
用
者
に
関
し
て
引
起
さ
れ
る
と
こ
ろ
の
掛
金
額
を
同
方
式
で
計
算
で
き
る
。
一
九
五
九
年
法
の
数
字
（
掛
金
払
込
み
の
各
一
年
に
つ
き
最
高
比
例
年
金
額
二
芍
一
六
祁
）
を
用
い
た
場
合
。
先
ず
適
用
除
外
の
場
合
の
掛
金
の
節
約
を
み
る
た
め
に
、
第
8
,
1
表
の
掛
金
表
に
よ
り
種
々
な
る
所
得
階
層
に
対
す
る
、
労
使
合
計
掛
金
（
年
額
）
88 
同
表
は
制
度
加
入
年
令
に
つ
い
て
の
年
平
準
保
険
料
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
雇
主
は
現
被
用
者
の
現
在
年
令
だ
け
で
な
く
、
彼
が
雇
用
す
る
で
あ
ろ
う
新
被
用
者
す
べ
て
の
予
想
年
令
(
-
雇
用
時
）
を
も
考
慮
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
な
お
ま
だ
何
の
退
職
年
金
制
度
も
な
い
と
い
う
事
実
が
あ
る
と
す
れ
ば
、
労
働
の
異
動
は
高
い
も
の
と
仮
定
し
て
(a) 
第 9-1表適用除外制度か比例年金制度かのコスト分岐点
（現在適当なる，または何等の年金制度なく，法律によ
る最低義務を果たすため適用除外制度設定の場合 ） 
平準保険料……年金年額 2 ボ｀ノド16•ンリソグのもの
退職年金………男子65オ支給開始
加入年令 1年乎準保険料I コストが分岐する所得額
（次の誕生日）（毎月払込む） 週所得 I 年所得
才 ポンシリ ボンシリ ボンド
ド ング ド ング
20 8 14 12 13 657 
25 10 
゜
12 19 673 
30 11 11 13 6 691 
35 13 3 13 13 710 
40 15 2 14 2 733 
45 17 4 14 11 756 
50 19 13 
0加料翡得入は竺の年週あ所令繋る4得被諄91紐用才5老以ボ上ンでドはに適対用す除る外比例の保年険金55 22 6 
60 24 4 
0 点適で用の所除得外額有以上の所
は利。
Pilch and Wood: ibid., 1960, p. 168（注 2)
(e) (d) 
よ
い
で
あ
ろ
う
。
例
え
ば
上
表
で
二
五
オ
に
お
い
て
の
週
所
得
―
―
―
芍
一
九
劣
は
コ
ス
ト
の
分
岐
す
る
点
と
な
っ
て
い
る
が
、
週
所
得
が
最
高
一
五
げ
ン
ま
で
漸
次
昇
給
す
る
も
の
と
す
れ
ば
、
比
例
年
金
（
適
用
）
掛
金
も
そ
の
と
き
ど
き
に
増
額
さ
れ
る
だ
ろ
う
か
ら
、
適
用
除
外
を
明
ら
か
に
有
利
と
す
る
。
こ
の
場
合
適
用
除
外
の
職
域
制
度
は
す
で
に
最
高
年
金
額
を
与
え
て
い
る
の
で
、
何
等
の
変
更
も
必
要
で
な
い
。
な
お
所
得
が
低
下
し
て
行
く
な
ら
ば
、
こ
の
方
法
は
反
対
の
方
向
に
作
用
す
る
で
あ
ろ
う
が
、
二
五
オ
で
は
週
所
得
―
―
―
弓
一
九
岩
の
所
得
水
準
で
コ
ス
ト
が
分
れ
る
。
し
か
し
適
用
の
場
合
の
年
金
額
は
適
用
除
外
の
場
合
の
年
金
額
と
大
き
な
距
た
り
が
あ
る
。
そ
れ
で
所
得
が
不
変
と
す
れ
ば
、
適
用
の
場
合
の
比
例
年
金
は
ほ
ぽ
年
額
六
〇
ば
一
〇
究
（
近
似
的
に
第
3
表
に
よ
る
年
金
年
額
の
四
0
倍
、
年
数
が
四
0
年
で
あ
る
か
ら
）
と
な
る
。
一
方
適
用
除
外
の
場
合
の
職
域
制
度
で
は
、
お
そ
ら
く
年
額
九
二
屯
よ
り
も
少
な
く
な
い
年
金
と
な
る
で
あ
ろ
う
。
適
用
の
場
合
の
寡
婦
年
金
額
を
考
慮
し
て
も
、
二
者
の
間
に
は
大
き
な
相
違
が
あ
る
。
(C) (b） 
以
上
の
比
較
は
雇
主
掛
金
と
被
用
者
掛
金
と
に
分
け
ず
、
払
込
み
の
合
計
掛
金
に
つ
い
て
の
も
の
で
あ
る
。
国
民
保
険
の
年
金
制
度
下
の
将
来
の
掛
金
増
額
に
つ
い
て
は
何
の
考
J
の
よ
う
な
こ
と
は
あ
ま
り
起
り
相
が
な
い
。
イ
ギ
リ
ス
に
お
け
る
国
民
年
金
と
私
的
退
職
年
金
制
度
と
の
調
整
・
総
合
そ
の
他
に
つ
い
て
日
（
川
元
八
八
89 
(B) 
慮
も
払
わ
れ
な
か
っ
た
が
、
こ
れ
は
適
用
除
外
に
対
し
不
利
に
働
ら
く
で
あ
ろ
う
。
適
用
除
外
の
場
合
、
掛
金
増
額
は
そ
の
度
毎
に
雇
主
・
被
用
者
各
々
九
芍
で
あ
る
が
、
適
用
の
場
合
所
得
階
層
に
従
い
最
低
五
芍
か
ら
最
高
九
弓
と
な
る
。
他
方
、
二
〇
カ
年
に
わ
た
る
所
得
の
増
加
は
お
そ
ら
く
上
記
の
影
響
を
減
殺
す
る
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
ど
の
掛
金
引
上
げ
で
も
、
ど
の
程
度
に
ま
で
実
際
上
引
上
げ
ら
れ
る
か
は
確
か
で
な
、0し
一
九
六
一
一
一
年
実
施
の
数
字
（
掛
金
払
込
み
の
各
一
年
に
つ
き
最
高
比
例
年
金
額
四
屯
四
裟
）
を
用
い
た
場
合
。
第
8ー
2
表
は
適
用
除
外
被
用
者
お
よ
び
適
用
被
用
者
に
お
け
る
、
国
民
保
険
の
年
金
制
度
に
払
わ
れ
る
労
使
合
計
掛
金
の
差
額
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
。こ
こ
で
気
の
付
く
こ
と
は
第
8ー
2
表
に
お
い
て
、
低
所
得
階
層
の
適
用
除
外
被
用
者
に
関
す
る
掛
金
は
、
適
用
被
用
者
に
関
し
て
払
わ
れ
る
べ
き
掛
金
よ
り
も
多
い
と
い
う
事
実
が
示
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
週
九
屯
超
の
所
得
階
層
の
適
用
被
用
者
は
比
例
年
金
を
得
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
九
邸
ン
以
下
の
所
得
階
層
に
お
け
る
均
一
年
金
の
掛
金
差
額
は
週
二
劣
一
〇
芍
か
ら
四
劣
一
〇
勺
と
顕
著
に
増
加
し
た
。
そ
し
て
将
来
比
例
年
金
制
度
が
拡
大
す
る
に
つ
れ
て
よ
り
以
上
の
掛
金
増
加
が
行
な
わ
れ
る
で
あ
ろ
う
。
若
干
の
犀
主
に
は
こ
の
こ
と
は
適
用
除
外
へ
の
重
大
な
る
イ
ギ
リ
ス
に
お
け
る
国
民
年
金
と
私
的
退
職
年
金
制
度
と
の
調
整
・
総
合
そ
の
他
に
つ
い
て
第
9
,
2
表
に
つ
き
次
に
少
し
く
説
明
を
加
え
た
い
。
第 8-2表適用除外にて節約の掛金額＊
(1961年実施または1963年実施労使合計掛金額）
日
（
川
元
八九
週掛金の場合 年掛金の場合
週所得 (19旧61制年実度施）1（1新963制年実度施） 旧制度 | 新制度
ボソドi，シリ ペン シリペソ ボンシリペソ ボンシリペ｀ノ
ングス ングス ド ングス ド ングス
9以下Iー 2 10 -4 10 -7 7 4 -12 11 4 
10 -1 0 -3 0 -2 12 0 - 7 16 
゜11 10 -1 2 2 3 4 - 3 ゜
8 
12 2 6 6 6 10 
゜
1 6 
゜13 4 2 2 2 10 16 8 5 12 8 
14 5 10 3 10 15 3 4 ， 19 4 
15 7 4 5 6 19 1 4 14 6 
゜16 7 4 7 4 19 1 4 19 1 4 17 7 4 ， 
゜
19 1 4 23 8 
゜18以上 7 4 10 6 19 1 4 27 6 ゜
佃
障
害
と
な
っ
て
い
る
。
＊第2-2表より作成
Pilch and Wood: ibid., 1964, p. 130 
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⑮
損
得
分
岐
点
が
著
し
く
上
昇
し
た
。
一
九
六
一
年
に
は
実
際
上
の
平
⑱
各
年
令
に
お
け
る
保
険
料
は
一
九
六
一
年
に
お
け
る
も
の
よ
り
も
高
い
。
こ
れ
は
も
ち
ろ
ん
一
九
六
一
一
＿
年
に
お
い
て
、
遥
か
に
よ
り
高
い
基
準
年
金
額
(equivalent
pension)
が
必
要
と
さ
れ
る
か
ら
で
あ
る。
第9-2表適用除外制度か比例年金制度かのコスト分岐点
（現在適当なる，または何等の年金制度なく，法律門
よる最低義務を果たすため適用除外制度設定の場合
乎準保険料……年金年額 4ボンド4シリングのもの
退職年金………男子65オ支給開始
加入年令 1 年乎準保険料 Iコストが分岐する所得額
（次の誕生日）旧制度 1新 制 度 旧制度 1新制度
才 ボドン シリ ポンシリ ポンシリ ポンシリ
ング ド ソグ ド ング ド ソグ
20 8 14 13 1 12 13 14 15 
25 10 
゜
14 19 12 19 15 4 
30 11 11 17 4 13 6 15 14 
35 13 3 19 13 13 13 16 5 
.40 15 2 22 12 14 2 16 18 
45 17 4 25 14 14 11 17 12 
50 19 13 29 12 
°適得捻細入用18年餘ポ令外ッ絡の茎ド才保唸に帽 以 上 。→ の 湯 :合_ 55 22 6 34 2 
60 24 4 38 13 
Pilch and Wood: ibid., 1964, p. 132 
イ
ギ
リ
ス
に
お
け
る
国
民
年
金
と
私
的
退
職
年
金
制
度
と
の
調
整
・
総
合
そ
の
他
に
つ
い
て
均
週
所
得
が
一
五
屯
を
少
し
く
超
え
る
も
の
で
あ
っ
た
が
、
同
年
の
損
得
分
岐
点
は
四
八
オ
ま
で
の
あ
ら
ゆ
る
年
令
に
お
い
て
、
こ
の
実
際
の
週
所
得
（
男
子
）
よ
り
も
少
な
い
も
の
で
あ
っ
た
。
比
例
年
金
制
度
が
ほ
じ
め
て
公
表
さ
れ
た
一
九
五
八
年
に
お
い
て
は
、
平
均
週
所
得
は
約
―
二
芍
一
六
背
で
あ
り
、
ま
た
一
九
六
一
1
一
年
七
月
の
そ
れ
は
一
六
芍
一
六
究
で
あ
っ
た
。
こ
の
こ
と
は
適
用
除
外
被
用
者
に
関
し
て
払
わ
れ
る
べ
き
均
一
年
金
掛
金
と
、
適
用
被
用
者
に
関
す
る
そ
れ
と
の
間
に
お
け
る
掛
金
の
差
異
は
、
比
例
年
金
制
度
の
公
表
時
と
そ
の
実
施
時
と
の
間
で
、
適
用
除
外
に
利
益
の
あ
る
よ
う
に
急
激
に
動
い
た
と
い
う
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
こ
の
差
異
は
比
例
年
金
制
度
が
初
め
て
公
表
さ
れ
た
と
き
予
想
さ
れ
た
よ
り
も
、
よ
り
多
く
適
用
除
外
が
で
き
る
よ
う
に
・
、
こ
れ
に
作
用
し
た
。
一
九
六
一
1
一
年
に
お
け
る
所
得
範
囲
の
拡
大
は
事
態
を
も
と
に
逆
戻
り
さ
せ
よ
う
と
し
て
い
る
。
上
記
の
比
較
は
た
だ
コ
ス
ト
に
関
す
る
も
の
で
あ
る
と
は
い
え
、
適
用
の
場
合
一
週
一
八
芍
以
下
の
所
得
の
被
用
者
は
す
べ
て
、
そ
の
与
え
ら
れ
る
年
金
額
に
は
差
異
が
あ
る
と
い
う
事
実
を
看
過
す
べ
き
で
な
ぃ
。
こ
の
こ
と
は
適
用
除
外
制
度
に
お
い
て
は
、
あ
ら
ゆ
る
人
が
週
所
得
一
八
屯
で
あ
る
か
の
よ
う
に
準
備
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
り
、
一
方
適
用
の
制
度
で
は
そ
の
年
金
額
は
単
に
現
実
の
所
得
に
関
係
あ
る
に
す
ぎ
な
い
か
ら
で
あ
る
。
(C) 
H
（
川
元
）
九
〇
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(d) 
第10-1表
イ
ギ
リ
ス
に
お
け
る
国
民
年
金
と
私
的
退
職
年
金
制
度
と
の
調
整
・
総
合
そ
の
他
に
つ
い
て
適用除外制度か比例年金制度および
補助年金制度かのコスト分岐点
（基準年金額＝払込み掛金各 1年につき 2ボンド 6、ンリング）
加入年令 下記週所得に基づく両制度合（平計準コ保ス険ト料年額
（次の誕生日） 12ボンド I 13ボンド I 14ボンド I 15ボソ）ド
才 ボンシリ ポンシリ ボンシリ ボンシリ
ド ソグ ド ソグ ド ソグ ド ング
20 15 5 13 4 16 4 19 3 
25 10 18 13 13 16 8 19 3 
30 11 13 14 3 16 13 19 3 
35 12 ， 14 14 16 18 19 3 
40 13 ， 15 7 17 5 19 3 
45 14 10 16 1 17 12 19 3 
50 15 14 16 17 18 
゜
19 3 
55 17 1 17 15 18 ， 19 3 
60 18 
゜
18 8 18 15 19 3 
Pilch and Wood: ibid., 1960, p. 170 
一
九
五
九
年
法
に
よ
る
一
九
六
五
年
、
一
九
七
0
年、
一
九
八
0
年
に
お
い
て
行
な
わ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
将
来
の
掛
金
増
額
は
、
何
の
考
慮
も
払
わ
れ
て
い
な
い
。
適
用
除
外
制
度
（
全
額
）
か
比
例
年
金
制
度
お
よ
び
補
助
制
度
か
一
九
七
五
年
一
九
五
九
年
法
の
数
字
（
掛
金
払
込
み
の
各
一
年
に
つ
き
最
高
比
例
H
（
川
元
）
九
第
1
0ー
1
表
は
あ
ら
ゆ
る
被
用
者
に
対
し
、
如
何
な
る
場
合
に
お
い
て
も
、
少
な
く
と
も
基
準
年
金
額
に
等
し
い
年
金
を
与
え
よ
う
と
し
て
い
る
、
雇
主
の
場
合
に
つ
い
て
示
し
た
。
す
な
わ
ち
扉
主
が
、
適
用
除
外
と
し
て
の
職
域
制
度
下
の
年
金
全
額
を
与
え
る
の
が
安
価
で
あ
る
か
、
ま
た
は
比
例
年
金
制
度
に
加
入
し
、
補
助
的
職
域
制
度
に
よ
り
基
準
年
金
額
か
ら
の
残
額
を
補
な
い
与
え
る
の
が
安
価
で
あ
る
か
、
を
決
定
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
第
1
0
I
1
表
は
比
例
年
金
制
度
（
適
用
）
に
お
け
る
年
金
額
を
含
め
、
週
所
得
一
八
想
に
対
す
る
年
金
額
と
な
る
よ
う
、
第
三
七
九
条
下
認
可
の
保
険
型
年
金
制
度
に
よ
り
そ
の
差
額
を
補
な
う
と
き
、
そ
の
両
制
度
合
計
コ
ス
ト
が
幾
何
と
な
る
か
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
。
第
1
0
,
1
表
の
線
よ
り
上
方
の
諸
数
字
は
み
な
第
9
,
1
表
の
第
2
欄
（
平
準
保
険
料
）
に
掲
げ
た
相
対
応
す
る
諸
数
字
よ
り
も
多
い
。
そ
れ
は
こ
れ
等
の
コ
ス
ト
の
被
用
者
は
、
雇
主
が
適
用
除
外
と
す
る
の
が
有
利
で
あ
る
場
合
を
表
わ
し
て
い
る
。
反
対
に
線
よ
り
も
下
方
の
諸
数
字
は
適
用
と
な
る
の
が
有
利
な
場
合
で
あ
る
。
週
一
五
芍
の
所
得
階
層
に
お
け
る
分
岐
線
は
、
実
際
上
は
四
八
オ
と
四
九
オ
（
次
の
誕
生
日
）
と
の
間
に
来
る
。
週
所
得
―
一
芍
以
下
の
諸
数
字
は
掲
げ
ら
れ
て
い
な
い
。
そ
れ
は
こ
の
よ
う
な
場
合
に
ほ
計
数
上
利
益
は
つ
ね
に
、
均
一
年
金
掛
金
の
減
少
の
結
果
、
適
用
の
方
に
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
年
金
額
二
屯
一
六
汐
幻
）
を
用
い
た
場
合
。
92 
イ
ギ
リ
ス
に
お
け
る
国
民
年
金
と
私
的
退
職
年
金
制
度
と
の
調
整
・
総
合
そ
の
他
に
つ
い
て
な
お
、
さ
ら
に
留
意
す
ぺ
き
諸
点
に
つ
い
て
次
に
述
べ
た
い
。
⑱
職
域
制
度
の
コ
ス
ト
で
は
、
年
年
金
額
二
芍
一
六
拷
の
年
金
は
、
国
民
保
険
の
比
例
年
金
額
二
芍
六
劣
に
そ
の
寡
婦
年
金
額
を
加
え
た
も
の
に
等
し
い
と
仮
定
し
た
の
で
あ
る
か
ら
、
比
例
年
金
制
度
と
補
助
的
制
度
と
に
よ
り
最
高
額
の
年
金
を
与
え
よ
う
と
す
る
湯
合
、
補
助
的
制
度
下
の
年
金
額
の
計
算
に
は
、
前
と
同
じ
割
合
を
守
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
例
え
ば
所
得
が
週
―
二
芍
で
あ
り
、
比
例
年
金
制
度
で
年
額
年
金
一
竺
1
一
汐
が
を
与
え
る
も
の
と
す
れ
ば
、
補
助
制
度
に
よ
る
付
加
的
年
金
は
i
は
一
芍
―
―
―
利
で
な
く
し
て
、
一
芍
八
劣
と
見
倣
さ
れ
る
の
で
あ
る
⑮
第
9
,
1
表
そ
の
他
の
と
き
も
同
様
で
あ
る
が
、
こ
の
比
較
は
労
使
合
計
掛
金
に
基
づ
く
も
の
で
あ
っ
て
、
職
域
制
度
が
無
醸
出
制
で
あ
る
な
ら
ば
、
雇
主
へ
の
コ
ス
ト
に
基
づ
く
比
較
ほ
醸
出
制
の
場
合
と
同
じ
結
果
に
な
る
と
は
言
え
な
い
。
こ
の
比
較
は
、
雇
主
が
比
例
年
金
制
度
に
与
え
ら
れ
る
年
金
額
を
み
な
考
慮
に
入
れ
て
そ
の
制
度
を
調
整
す
る
も
の
と
仮
定
し
て
い
る
。
し
か
し
を
少
な
く
と
も
当
分
は
変
更
せ
ず
に
お
く
で
あ
ろ
う
。
な
お
新
し
い
比
例
年
金
制
度
は
既
に
退
職
年
金
制
度
を
設
け
て
い
た
寛
大
な
雇
主
に
、
有
利
に
働
ら
い
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
同
制
度
を
未
設
定
の
雇
主
は
い
ま
や
こ
れ
に
倣
う
こ
と
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
し
て
既
に
職
域
多
数
の
場
合
に
お
い
て
比
例
年
金
制
度
を
択
ぶ
雇
主
は
、
そ
の
現
行
制
度
制
度
を
持
っ
て
い
る
麗
主
が
彼
自
身
の
制
度
に
よ
り
与
え
ら
れ
て
い
る
年
金
額
は
そ
の
ま
ま
に
し
て
お
い
て
、
比
例
年
金
制
度
に
彼
の
被
用
者
を
残
そ
う
と
決
心
す
る
な
ら
ば
、
彼
は
競
争
上
有
利
な
地
位
を
占
め
る
で
あ
ろ
一
九
六
三
年
実
施
の
数
字
を
用
い
た
場
合
。
第
1
0
,
2
表
の
横
の
線
の
上
に
お
け
る
数
字
は
み
な
、
第
9
,
2
表
の
第
3
欄
（
平
準
保
険
料
）
に
掲
げ
ら
れ
た
相
対
応
す
る
数
字
よ
り
も
高
い
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
で
こ
れ
等
の
も
の
は
属
主
が
適
用
除
外
と
す
る
方
が
、
比
例
年
金
制
度
に
加
入
し
、
比
例
年
金
を
補
助
的
職
域
制
度
に
て
補
な
う
と
き
よ
り
も
、
利
益
が
あ
る
。
い
な
い
。
こ
の
よ
う
な
場
合
に
ほ
適
用
除
外
制
度
は
つ
ね
に
比
例
年
金
制
度
よ
り
も
高
価
に
つ
く
か
ら
で
あ
る
。
概
観
す
れ
ば
比
例
年
金
制
度
の
一
九
六
三
年
に
お
け
る
拡
大
の
結
果
は
、
適
用
除
外
の
一
般
的
特
長
を
変
更
す
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
所
得
が
比
例
年
金
の
所
得
階
層
の
低
い
方
に
属
し
、
適
用
除
外
が
以
前
不
利
で
あ
っ
た
場
合
に
ほ
、
一
九
六
三
年
の
新
し
い
基
礎
で
は
適
用
除
外
は
よ
り
不
利
と
な
っ
て
い
る
。
所
得
が
比
例
年
金
所
得
階
層
の
高
い
方
に
あ
る
場
合
に
は
、
適
用
除
外
に
付
随
し
て
い
る
貯
蓄
の
潜
在
性
は
、
い
ま
や
従
来
な
お
第
10-2表
に
ほ
週
所
得
一
四
芍
未
満
に
対
す
る
数
字
は
示
さ
れ
て
(B) う。
H
（
川
元
）
九
93 
よ
り
も
大
き
い
。
中
位
の
所
得
階
層
で
は
利
差
は
以
前
と
同
程
度
で
あ
ろ
う
。
損
得
分
岐
点
は
所
得
階
層
の
中
央
よ
り
も
高
い
方
へ
動
い
た
か
も
知
第10-2表
イ
ギ
リ
ス
に
お
け
る
国
民
年
金
と
私
的
退
職
年
金
制
度
と
の
調
整
・
総
合
そ
の
他
に
つ
い
て
適用除外制度か比例年金制度および補助年金制度かのコスト分岐点
｛基準年金額＝払込み掛金各 1年につき 4ポソド4シリング）
加入年令 1 下記週所得に基づく両制度合計コスト（平準保険料年額）
（次の誕生日） 14ボンド I 15ボンド I16ボソド I 17ボソド I18ボ‘ノド
才 ボンツリ ボンシリ ポンシリ ボンシリ ボンシリ
トや ング ド ング ド ング ド ング ド ング
20 15 12 18 10 21 15 24 13 27 6 
25 16 ， 19 3 22 ・2 24 16 27 6 
30 17 8 19 17 22 11 25 
゜
27 6 
35 18 ， 20 13 23 1 25 5 27 6 
40 19 4 21 12 23 13 25 10 27 6 
45 21 1 22 12 24 5 25 16 27 6 
50 22 15 23 17 25 1 26 3 27 6 
55 24 13 25 6 25 19 26 11 27 6 
60 26 12 26 15 26 17 26 19 27 6 
Pilch and Wood: ibid., 1964, p. 133 
H
（
川
元
九
れ
な
い
。
決
定
的
な
問
題
に
な
ら
な
い
よ
う
な
、
コ
ス
ト
の
比
較
的
小
さ
い
差
異
の
場
合
に
は
、
大
部
分
の
雇
主
は
む
し
ろ
人
間
的
且
つ
管
理
上
の
考
慮
に
よ
り
、
選
択
す
る
も
の
と
思
っ
て
誤
り
が
な
い
で
あ
ろ
う
。
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①
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図
第
9
,
1
表
を
み
る
に
節
約
の
掛
金
額
が
多
い
ほ
ど
、
ま
た
加
入
年
令
が
若
い
ほ
ど
、
適
用
除
外
が
有
利
で
あ
る
。
そ
れ
は
節
約
掛
金
額
の
多
い
ほ
ど
所
定
（
例
え
ば
甚
準
）
年
金
額
に
必
要
な
保
険
料
を
早
く
得
る
こ
と
が
で
き
、
ま
た
加
入
年
令
が
若
い
ほ
ど
六
五
オ
（
男
子
）
ま
で
の
期
間
が
長
く
、
利
殖
の
年
数
が
多
い
か
ら
で
あ
る
。
（
筆
者
）
③
本
文
に
続
い
て
ビ
ル
チ
・
ウ
ッ
ド
共
著
書
に
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る。
「
明
ら
か
に
所
得
水
準
の
上
昇
と
と
も
に
、
均
一
年
金
の
増
額
が
必
要
と
な
り
、
従
っ
て
掛
金
収
入
増
加
が
必
要
と
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
増
加
は
一
部
分
は
均
一
年
金
掛
金
に
お
け
る
増
額
か
ら
生
ま
れ
、
一
部
分
は
比
例
年
金
に
お
け
る
所
得
階
層
の
拡
大
に
よ
り
得
ら
れ
る
特
別
掛
金
か
ら
生
ま
れ
る
。
そ
し
て
不
可
避
的
に
適
用
除
外
被
用
者
に
関
し
て
払
わ
れ
る
べ
き
均
一
年
金
掛
金
と
、
適
用
被
用
者
に
よ
り
払
わ
れ
る
べ
き
同
掛
金
と
の
間
の
、
差
額
の
増
大
を
引
起
す
の
で
あ
る
。
問
題
は
単
に
、
そ
の
変
化
は
平
均
所
得
階
層
に
お
け
る
変
化
に
比
例
し
て
い
る
で
あ
ろ
う
か
、
ま
た
は
同
階
層
よ
り
も
先
走
っ
て
動
い
て
い
る
で
あ
ろ
う
か
、
と
い
う
点
に
あ
る
。
も
し
比
例
し
て
い
る
な
ら
ば
、
適
用
除
外
の
損
得
は
平
均
的
雇
主
に
対
し
て
は
不
変
で
あ
る
う
。
他
方
、
そ
の
変
化
が
先
走
っ
て
動
い
て
い
94 
イ
ギ
リ
ス
に
お
け
る
国
民
年
金
と
私
的
退
職
年
金
制
度
と
の
調
整
・
総
合
そ
の
他
に
つ
い
て
る
な
ら
ば
、
そ
の
被
用
者
が
適
用
除
外
さ
れ
て
い
る
麗
主
に
算
盤
上
不
利
に
働
く
で
あ
ろ
う
。
そ
の
理
由
は
、
適
用
除
外
被
用
者
に
関
し
て
第
2
-
2
表
に
示
し
た
週
一
八
ボ
ン
ド
所
得
階
層
に
対
す
る
掛
金
額
ほ
、
同
被
用
者
に
対
し
職
域
制
度
に
お
い
て
要
求
さ
れ
る
最
低
年
金
額
を
得
る
た
め
に
必
要
と
さ
れ
る
も
の
で
あ
り
、
も
し
こ
の
最
低
年
金
額
が
よ
り
多
く
の
コ
ス
ト
を
要
す
る
も
の
で
あ
れ
ば
、
適
用
除
外
は
高
価
の
も
の
と
な
る
。
も
っ
と
も
適
用
除
外
の
週
一
八
ボ
ソ
ド
未
満
の
あ
ら
ゆ
る
所
得
階
層
に
お
い
て
は
、
比
例
年
金
の
場
合
得
ら
れ
る
よ
り
も
多
い
年
金
額
が
職
城
制
度
に
お
い
て
購
入
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
の
で
、
そ
の
価
値
が
必
ら
ず
し
も
よ
り
少
な
い
わ
け
で
は
な
い
。
」
(
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固
こ
れ
に
つ
い
て
は
次
の
よ
う
な
比
例
式
が
考
え
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。（筆
者
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